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写真：圃場から本館を望む 

I 運 営 

1．農場の目的・目標 

農場の目的については，明治大学農場規程（2011 年 4 月 20 日制定）に「農場は，農場

に関する実習その他の学生教育を行い，農場を活用した研究の推進を図るとともに，その

成果を社会に還元することを目的とする．」と定められている． 

この目的達成のために，黒川農場は既存農場（富士吉田農場（山梨県富士吉田市），誉

田農場（千葉県千葉市））の機能統合と拡充により，農業が面的に存在する緑豊かな川崎

市麻生区黒川地区に黒川農場として 2012 年 4 月に開所した． 

黒川農場は，農学部がある生田キャンパス近くに立地することで学生が継続した実習教

育を受けることができるとともに，環境と共生しつつ大学農場としての高度な先端技術を

駆使した生産性・効率性の高い栽培システムと持続可能な資源循環型システムを併せ持つ

農場を目指し，基本コンセプトとして，環境共生，自然共生，地域共生の 3 つの共生を柱

と定めている． 

環境共生については，景観的にも環境と調和した木材建築を随所に配し，農場内の里山

林保全整備で排出される木質バイオマスは，ペレット化して温室暖房の一部に利用するな

ど，再生可能なエネルギーの農場内循環利用を目指す．さらには，太陽光エネルギーを有

効活用し，一部の温室の照明や窓の開閉などに用いる資源循環型の農場を目指す． 

自然共生については，地域と連携した里山管理を行いながら周囲の里山を利用した教

育・研究を実践するとともに，自然生態園（ビオトープ）を公園として市民に開放し

（2020 年度からは新型コロナウイルスのため閉鎖），恵まれた周囲の自然環境を活用した

自然共生型の農場を目指す． 

 地域共生については，2022 年度は新型コロナウイルスのため多くの活動が停止となっ

たが，市民農園型農業講座（アグリサイエンス講座）「有機農業実践講座」，「はじめての

野菜づくり講座」など市民への学習の場の提供，小中高生の視察の受け入れや職場体験，

川崎市など地域との連携事業や環境教育の場の提供など，社会に開かれた農場を目指す．

（伊藤） 

 

  

  



2 
 

2．概 要 

（1）施設概要 

川崎市麻生区黒川2060-1に，約134,000m2の敷地を有し，本館2,606.65m2，アカデミー棟

488.77m2など総延べ床面積5,663.82m2，教育・研究圃場として露地圃場約14,000m2（うち

有機圃場約3,000m2），樹園地（約4,000m2），大型温室3棟（936m2×1，624m2×2），中型温

室1棟（324m2），小型温室3棟（162m2×3）および周辺の緑地（里山を含む）を有する．  

 
（2）人員構成 

2023 年 3 月末の時点で，専任教員 2 名，特任教員 4 名，客員教員 1 名，専任職員 3名，

技能嘱託職員 3 名，嘱託職員 2 名，派遣職員 5 名の計 20 名が農場教職員として配置され

ている．2022 年 4 月に玉岡派遣職員と長派遣職員が加わったが，10 月に玉岡職員が退職

した．また，6 月に小関派遣職員，12 月に多田派遣職員が加わった．12 月の臼井嘱託職

員の退職にともない，2023 年 1 月に島田派遣職員が加わった．3 月に加藤派遣職員が退職

した． 

2023 年 3 月末現在の人員構成 

教員 専 任 教 授： 岩崎泰永 

専 任 講 師： 伊藤善一 

特 任 教 授： 川岸康司・徳田安伸 

特任 准教授： 甲斐貴光・武田 甲 

客 員 教 授： 齋藤義弘 

職員 専 任 職 員： 小泉寛明・原田勝夫・渡辺 満 

技能嘱託職員： 山口輝久・吉野将紀・佐々木良子 

嘱 託 職 員： 石川陽子・米田私都 

派 遣 職 員： 土屋虹平・長れい子・小関和寛・多田祐里・島田 猛 

職員（農学部事務室）： 松尾智己・今井道晴・柴田 徹・篠 麻子・西尾勇祐 
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（3）運 営  

農場の目的を達成するための運営に関する重要事項を審議する農場運営委員会が設置さ

れている．2021 年度から，業務連絡会議が農場の議決機関となり，農場の運営に関わる

すべてのことは，業務連絡会議の承認を経ることとなった．なお，農場運営委員会の下に

設置されていた 6 つの分科会は存続させて，農場の運営に関する必要事項を審議するが，

最終的な判断は業務連絡会議にて行い，特に重要な事項は農場運営委員会に提出して審議

決定することとなった． 
 

農場運営委員会委員（農場規定第 9 条参照） 

氏 名 所属 区分 
元木 悟 農学部 農場長 
伊藤 善一 農学部 副農場長 
竹本 田持 農学部 農学部長 
竹内 拓史 経営学部 学長が指名する専任教員 
池田 有理 理工学部 〃 
池田 敬 農学部 農学部長が指名する農学部専任教員 
市田 知子 農学部 〃 
岩崎 泰永 農学部 〃 
川岸 康司 農場 農場長が指名する農場教員 
松尾 智己 農学部事務室 教務事務部農学部事務長 

任期：2022 年 4 月 1 日～2024 年 3 月 31 日  
 
黒川農場運営分科会構成員（○印は分科会の会長） 

1．総務分科会 

○伊藤・岩崎・川岸・徳田・武田・甲斐・小泉・渡辺・原田・今井（農事務） 

（1）人事計画に関する事 

（2）年度計画書作成に関する事 

（3）自己点検報告書作成に関する事 

（4）農場報告書作成に関する事 

2．基盤管理分科会 

○伊藤・岩崎・川岸・徳田・武田・甲斐・小泉・渡辺・山口・篠（農事務） 

（1）里山の管理に関する事 

（2）自然生態園の管理に関する事 

（3）展示温室の管理に関する事 

（4）施設・校地の利用に関する事 

3．農場実習分科会 

○伊藤・岩崎・川岸・齋藤・渡辺・山口・佐々木・織田・糸山・瀬戸・田中・本所・増

田（農事務） 
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（1）農学部農場実習に関する事 

（2）学部間共通農場実習に関する事 

4．生産・販売分科会 

○伊藤・岩崎・徳田・小泉・原田・吉野・佐々木・西尾（農事務） 

（1）作付計画に関する事 

（2）販売に関する事 

5．連携事業分科会 

○岩崎・伊藤・徳田・武田・甲斐・齋藤・原田・吉野・本所・西尾（農事務） 

（1）国際交流事業に関する事 

（2）地域連携事業に関する事 

（3）学内関係機関との連携事業に関する事 

（4）連携事業の情報発信に関する事 

6．アグリサイエンス講座検討分科会 

○岩崎・伊藤・川岸・武田・甲斐・小泉・渡辺・原田・吉野・山口・佐々木・篠（農事務） 

（1）アグリサイエンス講座の企画・募集に関する事 

（2）アグリサイエンス講座の運営に関する事 

 

II 教育活動 

1．農場教員の教育活動 

2022 年度に農場教員が担当した授業科目は，下記のとおりである． 

（1）担当科目 

講義科目 
No. 科目名 単位数 担当教員 
1 アグリサイエンス論（1）（2） 2 単位 岩崎泰永 
2 フィールド先端農学（1）（2） 2 単位 伊藤善一 
3 農学入門 2 単位 岩崎泰永，伊藤善一，川岸康司， 

徳田安伸，武田 甲，甲斐貴光， 
齋藤義弘 

実習科目 
No. 科目名 単位数 担当教員 
1 農場実習・農学科（1）（2） 1 単位 伊藤善一，齋藤義弘，徳田安伸 
2 農場実習・農芸化学科（1）（2）（3） 1 単位 岩崎泰永，甲斐貴光，徳田安伸 
3 農場実習・生命科学科（1）（2） 1 単位 伊藤善一，川岸康司，甲斐貴光， 

武田 甲，徳田安伸 
4 農場実習・食料環境政策学科（1）

（2） 
1 単位 岩崎泰永，川岸康司，武田 甲， 

齋藤義弘，徳田安伸 
大学院（博士前期課程）講義科目 
No. 科目名 単位数 担当教員 
1 フィールドサイエンス特論 2 単位 岩崎泰永，伊藤善一 
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（2）農場実習 

＜栽培管理＞ 

農作物の播種，育苗，定植，施肥，病害虫防除，トンネル設置，除草などの栽培管理，

収穫および出荷調製などを体験し，農業生産技術の成り立ちを理解することと里山の機能

などについて，実習，講義を通じて理解を深めることを目標として農場実習を行っている．  

2022 年度は新型コロナウイルス感染症対策を徹底しながら，通年（春学期：4～7 月，

秋学期：9～12 月）で対面実習を実施した．実習の実施に当たって，農学科・生命科学科

においては 2 グループ，農芸化学科においては 3 グループ，食料環境政策学科においては

4 グループに分けた．農場実習は選択科目であるが，学生の 90％以上が受講しており，受

講率が高く学生の人気が高い科目である． 

実習に当たっては，以下の点に留意した． 

①植物栽培の基礎を身につけ，農業生産の意味を理解させるため，播種，定植，栽培管理，

収穫，調製，加工，試食の全過程を経験させるカリキュラムとした． 

②実際の植物，栽培資材などを目の前にした講義を組み入れ，理論と実践を一致して理解

できるように配慮した． 

③植物栽培に興味を持ってもらい，植物栽培のおもしろさを知ってもらえる実習とした． 

各学科の担当者が創意工夫して実習に取り組んでいるが，実習 1 回当たりの受講者数が，

農学科は約 80 名，農芸化学科は約 50 名，生命科学科は約 80 名，食料環境政策学科は約

40 名と学科により差がある．また，実習内容に応じて班分けを行い，多くの班に同様の

実習を経験させるため，指導内容を最適化して実習を行うように努めた． 

④新型コロナウイルス感染症を考慮し，体調不良による欠席者には代替え課題などにより

受講に関して配慮を行った．（齋藤） 
 
2022 年度の農場実習の履修者，実習実施回数 
 履修者数 実習実施回数 
農学科（1）（2） 164 名 20 回（*1） 
農芸化学科（1）（2）（3） 153 名 18 回（うち夏期集中 6 回）（*2） 
生命科学科（1）（2） 152 名 8 回（夏期集中のみ）（*3） 
食料環境政策学科（1）（2） 160 名 40 回（*4） 
*1：月曜日午後に 2 班編成で，それぞれ隔週で通年（春学期・秋学期）受講 

*2：春学期水曜日午後＋夏期集中で，3 班に編成し，春学期中は各班が 3 週に 1 回受講し，

夏期集中（2 日間）を受講 

*3：2 班に編成し，夏期集中（4 日間）を受講 

*4：木曜日または金曜日の午前に 4班編成で，それぞれ隔週で通年（春学期・秋学期）受講 
 
＜加工＞ 

①加工実習の意義 

農学部 4 学科すべてで「加工実習」を行っている．これは農学部卒業生の 2～3 割が食

品関連産業に進んでいるという実態を踏まえてのことである．現在，食品産業では，
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HACCP（危害要因分析・重要管理点方式）を取り入れた衛生管理の下，多様な食品が製

造・販売されている．そのため農場実習で「加工」を行うということは，学生の進路選択

における事前学習・職場体験という意義がある． 

 加工実習は屋内の対面実習であることから，新型コロナウイルス感染症の流行動向を見

ながら 8 月初旬の農芸化学科（夏期集中）から開始した．さらに，学内授業対策レベルに

準拠し，三密防止の観点から 1 編成は 20～30 名（各学科 1 組 3～4 班編成）とし，班人数

は 4 名標準を堅持した． 

②加工実習の内容 

1）園芸加工（ジャム・容器包装食品）では原料として，3 学科は「ブルーベリー」，1 学

科は「イチゴ」とした．これは，本年度は農場内のブルーベリーで 3 学科分の必要量（約

75kg）を収穫できたが，農場内のイチゴは加工原料に回せる量が 1 学科分に低下したこと

（約 25kg）による．基本的に加工実習は「余剰果実」の有効活用であるので，今後とも

この方向性で進めていきたい． 

2）粉加工（スコーン・焼き菓子）では，2021 年度から始めた「スコーン」が好評で，

実習時間内に製造から試食まで実施した．焼きたての「スコーン」にできたてのジャムを

のせ，紅茶とともに味わう「英国風アフタヌーンティー」は殊更女子学生に好評であった．

本年度に亡くなられた英国エリザベス女王もアフタヌーンティーをしばしば堪能されてい

たということで，女王を偲んで英国文化を学ぶきっかけになったと考えている．さらに，

製造したジャムは各自 2 瓶を持ち帰ることができるので，1 瓶を「明治大学ラベル付き特

製ジャム」として田舎の祖父母に贈ったところに非常に感動され，祖父母孝行ができたと

の報告もあった． 

③加工実習における注意点 

加工実習における最大の注意点は「衛生管理」である．食品製造分野では，2021 年 6

月から法令（改正食品衛生法）により，HACCP（危害要因分析・重要管理点方式）を取

り入れた衛生管理が必須のものとなったことから，本年度から実習の始まる前に HACCP

学習を導入した．HACCP 学習はこれからの衛生教育として避けて通れないものと認識し

ている．  

さらに，実習ではジャムの未開封状態を明確にするため，フタ部分に「熱シール」を装

着するようにした．このことにより出来上がった製品は一般販売にも十分対応できるもの

となった．（德田） 

④2022 年度の実施状況 

1）対面実習 
No. 実習月日 対象学科・班 実習項目 人数 
1 8 月 1 日（月）午後 農芸化学科・4 組 1 

〔夏季集中〕 
①手指の衛生（スタンプ法） 
②ﾌﾞﾙｰﾍﾞﾘｰｼﾞｬﾑ（園芸加工） 
③スコーンの製造（粉加工） 

25 名 

2 8 月 2 日（火）午前 農芸化学科・4 組 2 ① ② ③ 同実習 22 名 
3 8 月 3 日（水）午後 農芸化学科・5 組 1 ① ② ③ 同実習 26 名 
4 8 月 4 日（木）午前 農芸化学科・5 組 2 ① ② ③ 同実習 26 名 
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5 8 月 5 日（金）午後 農芸化学科・6 組 1 ① ② ③ 同実習 26 名 
6 8 月 6 日（土）午前 農芸化学科・6 組 2 ① ② ③ 同実習 19 名 
7 

 
8 月 23 日（火）午後 生命科学科・10 組 1

〔夏季集中〕 
①手指の衛生（スタンプ法） 
②ﾌﾞﾙｰﾍﾞﾘｰｼﾞｬﾑ（園芸加工） 
③スコーンの製造（粉加工） 

23 名 

8 8 月 26 日（金）午前 生命科学科・11 組 1 ① ② ③ 同実習 19 名 
9 8 月 26 日（金）午後 生命科学科・12 組 1 ① ② ③ 同実習 18 名 

10 8 月 30 日（火）午後 生命科学科・10 組 2 ① ② ③ 同実習 24 名 
11 8 月 31 日（水）午後 生命科学科・11 組 2 ① ② ③ 同実習 24 名 
12 9 月 1 日（木）午後 生命科学科・12 組 2 ① ② ③ 同実習 16 名 
13 9 月 26 日（月） 午後 農学科・1-1 班 

 
①手指の衛生（スタンプ法） 
②イチゴジャム（園芸加工） 
③スコーンの製造（粉加工） 

21 名 

14 10 月 3 日（月） 農学科・2-1 班 ① ② ③ 同実習 16 名 
15 10 月 10 日（月） 農学科・1-2 班 ① ② ③ 同実習 19 名 
16 10 月 17 日（月） 農学科・2-2 班 ① ② ③ 同実習 19 名 
17 10 月 24 日（月） 農学科・1-3 班 ① ② ③ 同実習 15 名 
18 11 月 7 日（月） 農学科・2-3 班 ① ② ③ 同実習 12 名 
19 11 月 21 日（月） 農学科・1-4 班 ① ② ③ 同実習 19 名 
20 11 月 28 日（月） 農学科・2-4 班 ① ② ③ 同実習 19 名 
21 9 月 22 日（木） 食料環境政策学科・

1-A-1 班 
 

①手指の衛生（スタンプ法） 
②ﾌﾞﾙｰﾍﾞﾘｰｼﾞｬﾑ（園芸加工） 
③スコーンの製造（粉加工） 

23 名 

22 9 月 29 日（木） 食料環境政策学科・1
B-1･2 班（2 班合同） 

① ② ③ 同実習 31 名 

23 10 月 6 日（木） 食料環境政策学科・
1-A-2 班 

① ② ③ 同実習 23 名 

24 10 月 7 日（金） 
 

食料環境政策学科・
2-A-1 班 
 

①手指の衛生（スタンプ法） 
②ﾌﾞﾙｰﾍﾞﾘｰｼﾞｬﾑ（園芸加工） 
③スコーンの製造（粉加工） 

23 名 

25 10 月 14 日（金） 食料環境政策学科・2
B-1･2 班（2 班合同） 

① ② ③ 同実習 35 名 

26 10 月 21 日（金） 食料環境政策学科・
2-A-2 班 

① ② ③ 同実習 22 名 

27 12 月 14 日（水） 教職科目選択生 
 

①ジャム製造（園芸加工） 
②マヨネーズ（卵加工） 

6 名 

28 12 月 21 日（水） 教職科目選択生 ③手作りピザ（小麦粉加工） 6 名 
 
2）オンライン実習 

No. 実習月日 対象学科・班 実習項目 人数 
1 8 月 1 日～ 農芸化学科 ①手指の衛生（スタンプ法） 

②イチゴジャム（園芸加工） 
③スコーンの製造（粉加工） 

16 名 

2 8 月 23 日～ 生命科学科 ① ② ③ 同実習 13 名 
3 9 月 26 日～ 農学科 ① ② ③ 同実習 4 名 
4 10 月 6 日～ 食料環境政策学科 ① ② ③ 同実習 8 名 

（注）農芸化学科と生命科学科のオンライン参加者数は，実習期間が 8 月～9 月上旬で

あったため新型コロナウイルス感染症の流行がまだ沈静化されておらず，秋学期

実施の農学科と食料環境政策学科よりオンライン参加者が多かったものと推定さ

れる．   
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2．社会人教育 

（1）生涯学習（市民講座） 

黒川農場では，黒川農場独自の社会人向け公開講座として，2019 年度に「アグリサイ

エンスアカデミー」有機農業講座を実施した．2022 年度は「アグリサイエンス講座」と

して，「有機農業実践講座」と野菜栽培の初心者向けの「はじめての野菜づくり講座」を

開講する予定であった．しかしながら，新型コロナウイルス感染症の感染状況を鑑みて，

中止することとした．（甲斐） 

 

III 研究活動 

1．研究室の活動 

（1）アグリサイエンス研究室（岩崎研究室） 

農場の人的資源，物的資源およびロケーションの優位性を活かし，幅広い品目，栽培方

法，手法の研究テーマに取り組んだ．2022 年度の卒業論文の課題は以下のとおり． 

①窒素施用量の違いがダイズの生育および成分含量に及ぼす影響 

②栽培環境がイチゴの生育に及ぼす影響  

③施肥量および肥料の種類がコマツナの生育と品質に及ぼす影響  

④アスパラガスの群落光合成量推定手法の開発 

⑤トマト養液栽培における摘心の有無が光合成量，乾物分配，収量および品質に及ぼす影響  

⑥植物の草丈情報の収集と解析手法の開発 
 

（2）フィールド先端農学研究室（伊藤研究室） 

施設園芸および人工光型植物工場における，野菜の高品質・高収量生産技術の開発を中

心とした研究を行った．また，2022 年度からムラサキとシーアスパラガス（Salicornia）

の研究を本格的に開始した．2022 年度の卒業論文のタイトルを以下に示す． 

①非循環式湛液型水耕システムにおける接ぎ木ミニトマトの低段密植栽培およびニトロフ

ェノラート系バイオスティミュラントを用いたミニトマトの接ぎ木苗生産に関する研究 

②異なる濃度のニトロフェノラート系バイオスティミュラントおよび処理方法がトマトの

異なる台木品種の挿し木苗の発根および生育に及ぼす影響 

③筒栽培における筒の素材と長さの違いがムラサキの生育およびシコニン誘導体の吸光度

に及ぼす影響 

④培地組成と施肥の違いがムラサキの収量およびシコニン誘導体の吸光度と紫根染の色彩

値に及ぼす影響 

⑤NaClおよび培養液濃度がシーアスパラガス（Salicornia）の挿し穂の発根および生育に

及ぼす影響 

⑥濃硫酸処理が種子繁殖型イチゴ種子の発芽向上に及ぼす影響 

⑦有機栽培がトマトの生育，果実品質および土壌に及ぼす影響 
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（3）農場教員以外の農場を利用した研究など 

農学部農学科 植物線虫学研究室（新屋研） 

「糞虫便乗性線虫の生態調査」 

農学部農学科 応用植物生態学研究室（倉本研） 

「現代における里山の持続的な利用と管理についての研究」 

農学部農学科 環境気象学研究室（矢崎研）  

「谷戸地形における夜間気温の時空間変動要因の解析」 

「黒川地区里山の切り株の分解特性と森林の炭素循環に与える影響」 

農学部農芸化学科 環境分析化学研究室（安保研） 

「非接触型電気伝導度検出を用いた小型キャピラリー電気泳動システムによる植物体内の

主要無機イオンの分析及び評価」 

農学部生命科学科 メディカル・バイオエンジニアリング研究室（長嶋研） 

「ブタを用いたトランスレーショナルリサーチ」 

農学部食料環境政策学科 環境資源会計論研究室（本所研） 

「コロナ禍明けを見据えたマルシェでの黒川農場野菜販売の顧客反応」 
 
（4）客員研究員の受け入れ 

①氏名：小沢 聖 

 研究代表者：岩崎泰永 

研究テーマ：環境負荷軽減のための環境制御技術の開発 

受入期間：2022 年 4 月 1 日～2027 年 3 月 31 日 

②氏名：竹迫 紘 

研究代表者：徳田安伸 

研究テーマ：発酵生産物における食品成分の分析 

受入期間：2022 年 4 月 1 日～2025 年 3 月 31 日 

③氏名：杉原敏昭 

研究代表者：岩崎泰永 

研究テーマ：ネットワーク・コミュニティーを活用した DX推進による都市農業振興と

人材育成 

受入期間：2022 年 6 月 1 日～2025 年 3 月 31 日 

④氏名：岡崎正規 

研究代表者：岩崎泰永 

研究テーマ：環境保全型農業における土壌分析と土壌診断 

受入期間：2023 年 1 月 1 日～2025 年 3 月 31 日 
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2．研究実績 

（1）学会発表 

 
（2）講演など 

発表年月 発表者（記載順） タイトル 発表学会 開催地

2022年9月 王　蕊，礒崎真英，岩
﨑泰永

水耕栽培ホウレンソウにおける受光量と光利用
効率の品種間差異

園芸学会令和4年度秋
季大会

山形大学および
オンライン

2022年9月 越田薫子・伊藤善一

アッケシソウ（Salicornia ）の挿し木による増殖

法の検討 NaClおよび培養液濃度がアッケシソ

ウ挿し穂の発根および生育に及ぼす影響

園芸学会令和4年度秋
季大会

山形大学および
オンライン

2022年9月 甲斐貴光，鈴木　純
リンゴ畑に堆積した泥土の除去前後の土壌環
境評価

農業農村工学会大会講
演会

石川県地場産業
振興センターお
よびオンライン

2022年12月 甲斐貴光
有機栽培と慣行栽培によるリンゴ園の土壌環
境評価

日本有機農業学会大会
新潟食料農業大
学（オンライン）

2023年3月 中村俊貴，俵　茉那，
岩崎泰永

トマト養液栽培における摘心の有無が光合成
量，乾物分配，収量および品質に及ぼす影響

園芸学会令和5年度春

季大会
龍谷大学および
オンライン

2023年3月 井田安澄，甲斐貴光，
武田　甲，岩﨑泰永

分解特性の異なる有機質肥料で栽培されたコ
マツナの生育と品質の解析

園芸学会令和5年度春

季大会
龍谷大学および
オンライン

2023年3月 梶原雄大，元山恵太，
福井祐子，岩崎泰永

深度センサーを用いたホウレンソウ草丈の非接
触計測技術の開発

園芸学会令和5年度春

季大会
龍谷大学および
オンライン

2023年3月
甲斐貴光，岩﨑泰永，
武田　甲，杉原敏昭，
梅田大樹，川越義則

慣行農業と環境保全型農業でナシを栽
培した土壌の化学性と生物性

園芸学会令和5年度春

季大会
龍谷大学および
オンライン

2023年3月

梅田大樹，中嶋綾香，
川越義則，甲斐貴光，
武田　甲，杉原敏昭，
岩﨑泰永

ナシ栽培の作業支援に活用できるナシ葉バラ
ツキマップの作成

園芸学会令和5年度春

季大会

龍谷大学および
オンライン

2023年3月
小田原昂熙，蛭田雅
彦，森屋末三，岩﨑泰
永

気温と日射が種子繁殖性イチゴ‘よつぼし’実
生苗の生育に及ぼす影響の定量的解析の試
み

園芸学会令和5年度春

季大会
龍谷大学および
オンライン

2023年3月
吉田悠人，高橋拓巳，
日高舜護，川岸康司，
伊藤善一

有機栽培がトマトの生育および土壌の化学性
に及ぼす影響

園芸学会令和5年度春

季大会
龍谷大学および
オンライン

2023年3月
日高舜護，高橋拓巳，
吉田悠人，川岸康司，
伊藤善一

有機栽培がトマトの果実品質および土壌の物
理性に及ぼす影響

園芸学会令和5年度春

季大会
龍谷大学および
オンライン

2023年3月 越田薫子，横山亜依，
伊藤善一

異なる培養液濃度がシーアスパラガス
（Salicornia ）の挿し穂の発根および生育に及

ぼす影響

園芸学会令和5年度春

季大会
龍谷大学および
オンライン

No. 講演者 会議名 タイトル 主催団体 開催場所 発表年月

1 岩崎泰永
令和4年度（第23回）施設園芸技術初級

講座
園芸施設内の環境制御の基礎技術 日本施設園芸協会 千葉大学 2022年5月

2 岩崎泰永
令和4年度（第23回）施設園芸技術中級

講座

夏期高温対策技術および暖房・保温・
省エネ技術

日本施設園芸協会 千葉大学 2022年5月

3 岩崎泰永 第55回根研究集会
養液栽培と根の研究�地上部/地下部

の統合的環境制御
根研究学会 オンライン 2022年6月

4 甲斐貴光 第8回SOFIX実践・事例研究会
有機農法と慣行農法でリンゴを栽培し
た土壌の化学性と生物性

一般社団法人SOFIX
農業推進機構

立命館大学
（オンライン）

2022年6月

5 岩崎泰永
令和４年度 かがわスマート農業推進大

会

施設園芸における植物生理からの環
境制御技術

香川県
丸亀市 綾歌総

合文化会館アイ
レックス

2022年7月

6 伊藤善一
2022年度植物工場研修　研修No.4「人

工光型植物工場【イチゴ】」
イチゴ人工光型植物工場生産の基礎

NPO植物工場研究会・

千葉大学
オンライン 2022年8月

7 岩崎泰永 新しい風の会オンライン勉強会
環境制御と栽培管理の考え方1　（光

合成産物の分配,花芽分化）
NPO植物工場研究会・

千葉大学
オンライン 2022年9月
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（3）論文発表など 

①論文 

 

その他 

 

 

 

 

8 德田安伸
静岡県農業教育研究会　専門委員会
研修

今後の農業教育の展望　～大局観とス
トラテジー～

静岡県農業教育研究
会

静岡県立田方
農業高等学校

2022年9月

9 Yoshikazu Ito
The Strawberry Course - JPFA Online
Training No.22-2

 Strawberry Production in Plant
Factories with Artificial Lighting
(PFALs) in Japan

Japan Plant Factory
Association    オンライン 2022年10月

10 岩崎泰永 新しい風の会オンライン勉強会
環境制御と栽培管理の考え方2　（地

上部地下部の統合的管理）

NPO植物工場研究会・

千葉大学
オンライン 2022年10月

11 岩崎泰永
令和4年度　近畿中国四国農業試験研

究推進会議　野菜推進部会　問題別研
究会

施設園芸におけるシンク・ソースバラン
スと環境制御

近畿中国四国農業試
験研究推進会議

丸亀市 綾歌総

合文化会館アイ
レックス

2022年11月

12 岩崎泰永 新しい風の会オンライン勉強会
環境制御と栽培管理の考え方3　（省

エネルギー,省資源技術について）
NPO植物工場研究会・

千葉大学
オンライン 2022年11月

13 岩﨑泰永
JAセレサ川崎果樹部講習会　「果樹生

産へのスマート農業応用」
明治大学から都市農業への提案 JAセレサ川崎

JAセレサ川崎

本店
2022年12月

14 甲斐貴光
JAセレサ川崎果樹部講習会　「果樹生

産へのスマート農業応用」

事例紹介：ナシへの応用　<ナシ園地
の土壌の化学性と生物性>

JAセレサ川崎
JAセレサ川崎

本店
2022年12月

15 武田 甲 JAセレサ川崎果樹部講習会　「果樹生

産へのスマート農業応用」

事例紹介：ナシへの応用　<ナシの防
除判断の支援>

JAセレサ川崎
JAセレサ川崎

本店
2022年12月

16 岩崎泰永
令和4年度東北農業試験研究推進会議

野菜花き推進部会

スマート農業を活用した産地振興と人
材育成

東北農業試験研究推
進会議

いわて県民情
報交流センター

2023年1月

17 甲斐貴光
園芸学会小集会　第10回栽培系・環境

制御系融合型施設園芸研究

SOFIX（土壌肥沃度指標）技術を活用

した N と P の循環評価

園芸学会令和5年度春

季大会
オンライン 2023年3月

著者（記載順） タイトル 掲載誌・巻・号 掲載頁 掲載年月

武田　甲，竹本　稔
土づくり効果を重視した新しい肥料 - 土壌改良資
材と堆肥などを原料とする「ゆうゆう堆肥」による手
軽な土づくりと養分補給

グリーンレポート No.645 14-15 2023年3月

著者（記載順） タイトル 掲載誌・巻・号 掲載頁またはURL 掲載年月 査読

Rui Wang, Masahide Isozaki,
Yasunaga Iwasaki, Yukinari
Muramatsu

Root-zone Temperature Effects on Spinach
Biomass Production Using a Nutrient Film
Technique System

 HortScience 57(4) 532-540 2022年4月 有

甲斐貴光，鈴木　純
リンゴ畑に堆積した泥土の除去前後の土壌環境
評価

水土の知（農業農村工学会
誌） 90(8) 605-608 2022年8月 有

Hiromi Namizaki, Yasunaga
Iwasaki, Rui Wang

Effects of Elevated CO2 Levels on the Growth and
Yield of Summer-Grown Cucumbers Cultivated
under Different Day and Night Temperatures

Agronomy 12(8)
https://doi.org/10.33
90/agronomy120818

72
2022年8月 有

甲斐貴光
環境保全型農法による土壌微生物群集が多摩川
梨の品質と収量に与える土壌の好条件の解明

公益財団法人東急財団
研究助成・学術研究 51
No.366

1-27 2022年10月 有

Mizuho Itoh, Yasunaga Iwasaki,
Dong-Hyuk Ahn, Tadahisa
Higashide

Prediction of Soluble Solids of Tomato Fruit
Grown in Salinized Nutrient Solution Based on the
Electrical Conductivity of the Drainage

The Horticulture Journal
 92 (1) 47-55 2023年1月 有

Hiromi Ikeura, Fumiyuki
Kobayashi, Takamitsu Kai, Yumi
Tsuchiya, Masahiko Tamaki

Effects of Different Storage Conditions on the
colour, Antioxidant Activity, and Volatile
Components of Edible Roses

Scientia Horticulturae 310
https://doi.org/10.10
16/j.scienta.2022.111

707
2023年2月 有
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（4）外部研究費  

 
外部資金研究の概要 

（1）ネットワーク・コミュニティーを活用した DX 推進による都市農業振興と人材育成 
研究担当者 岩崎泰永，武田 甲，甲斐貴光 
研究概要 都市農業の振興，維持発展をはかり，都市住民や学生に農業に対する関心を

高め，理解を深めることによって，新規就農者や食農分野の産業にかかわる人を増加させ

ることを目的として，①都市農業に適したスマート農業技術として，スマートグラス，

UAV データを活用するデータ駆動型農業の実現を進める要素技術の開発，②学生や市民

が生産者とネットワークを形成し，スマート機器を活用して情報収集共有を行い，栽培管

理の検討，問題解決を行う仕組みの確立，などの課題に取り組んだ．（岩崎） 
 
（2）微生物を用いた発酵法によるビール粕の高付加価値化の検討 
研究担当者 岩崎泰永，徳田安伸，竹迫 紘 

No. 研究期間 研究費名称 研究課題名 研究代表者 研究分担者 金　額*

（千円）

1 2021年9月～

2023年3月
戦略的スマート農業技術等の開発・改良「スマート農業
技術の開発・改良」

ネットワーク・コミュニティーを
活用したDX推進による都市
農業振興と人材育成

岩崎泰永
武田　甲，
甲斐貴光

28,429

2
2022年1月
～2022年6
月

受託事業研究費
微生物を用いた発酵法による
ビール粕の高付加価値化の
検討

岩崎泰永
德田安伸,
竹迫　紘

2,000

3 2022年10月

～2023年6月
スタートアップ総合支援プログラム（SBIR支援）フェイズ１
（生研センター）

植物体内の水分移動に伴う
音響放射を捉えるエレクトレッ
トセンサの改良と実用化実証

岩崎泰永 小沢　聖 1,430

4
2022年9月～

2023年8月
受託研究（㈱のむら産業）

籾殻を利用したイチゴ高設栽
培技術の開発

岩崎泰永 小沢　聖 485

5 2021年9月～

2023年3月
農林水産研究推進事業委託プロジェクト研究

AIを活用した食品におけ

る効率的な生産流通に向

けた研究開発
吉田重信 岩崎泰永 2,100

6 2022年4月～

2025年3月
科学研究費助成事業（基盤C）

有機栽培における植物の地
上部と地下部の関係性が生
産性向上に及ぼす影響の解
明

甲斐貴光 岩崎泰永 4,290

7 2020年4月～

2023年3月
国際共同研究プロジェクト支援事業（明治大学）

熱帯性気候地における有機
野菜の地上部と地下部の関
係が生産性向上に及ぼす影
響

甲斐貴光

Simplicio 
Mendoza 
Medina, 
Jose Nestor 
M. Garcia, 
Maria Claret 
Tsuchiya

1,000

8 2022年6月～

2025年3月
科学研究費助成事業（萌芽）

分子生物学と土壌物理学の
融合による低CN排出水田管
理法と高収量イネ選抜法の
確立

登尾浩助

村上周一
郎，矢野健
太郎，塩津
文隆，甲斐
貴光

6,500

9
2022年4月

～2023年3月
新領域創成型研究（明治大学）

有機性廃棄物由来の肥料の
施用により植物の線虫抵抗性
を高める技術の開発

武田　甲 1,200

10
2020年4月

～2023年3月
科学研究費助成事業（基盤C）

葉の水損失と水ポテンシャル
の関係に基づく野菜苗活着
過程の栽培生理学的解明

小沢　聖 3,400

*金額は研究期間内の総額
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研究概要 微生物を用いた発酵法によるビール粕の高付加価値化の検討のため，香味，

物性，成分の 3 つの観点を中心に実験を行う．この研究は 2021 年度に引き続き行い，成

分評価として，発酵前後の有効成分について分析し比較を行った．特に今年度はビール粕

の発酵菌体中のグルコサミン量の分析を行い，乾物量当たり 19～27％の含有量を確認し

た．グルコサミンは動物の軟骨成分に含まれる成分で関節の動きや関節症への効果がうた

われている物質であるので，高付加価値化要素の 1 つとなりうると判断した．（德田） 
 
（3）植物体内の水分移動に伴う音響放射を捉えるエレクトレットセンサの改良と実用化

実証 

研究担当者 岩崎泰永，小沢 聖 

埼玉大学と㈱ルートレック・ネットワークスとの共同研究である．蒸散が盛んになると

導管内が負圧になり，導管に生じる傷から外気を引込む．この際に発生する音響放射を解

析することで蒸散の健全性を評価でき，水管理に利用できる期待がある．このセンサは安

価であるが，従来品では耐用期間が数か月と短いことが実用化への障害になっている．本

研究課題では，この問題を解決するために埼玉大学の蔭山健介がセンサを改良し，明治大

学黒川農場でこれら改良品の耐久性を評価し，㈱ルートレック・ネットワークスが養液土

耕栽培支援システムゼロアグリのオプションとして改良したセンサを制御に利用するシス

テムを開発する．黒川農場に設置した加速劣化処理した改良センサでは，3 年使用相当で

も十分な音響放射が確認できている．6 月までの研究期間でさらに改良を進め，耐久性を

評価するとともに，放射音響の特性などから改良品の特性を評価する．（小沢） 
 
（4）籾殻を利用したイチゴ高設栽培技術の開発 
研究担当者 岩崎泰永，小沢 聖 

㈱のむら産業からの受託研究で，籾殻単独培地でイチゴなどの高設栽培を可能にするシ

ステムを開発した．籾殻の保水性は極めて低いため，栽培槽の高さを 10cm と浅くし，栽

培槽を下の培養液層と上の湿気空間に分けた．培養液層の水位で培養液供給を管理するシ

ステムとした．3 月末までの収量は従来のヤシ殻培地，土と同等なことから，このシステ

ムの有効性が確認できた．（小沢） 
 

（5）AI を活用した食品における効率的な生産流通に向けた研究開発 

研究担当者 岩崎泰永（研究代表者：三菱ケミカルホールディングス 吉田重信） 

研究概要 距離画像を利用した 3 次元形状センサを利用して，葉菜類，果菜類の草高，葉

面積を測定する技術について精度を検証した．2，3，4 月にホウレンソウの栽培試験を実

施し，草丈の測定誤差を検証した．植物体が小さいうちは誤差が大きかったが，生育段階

が進むにつれて誤差は小さくなり，最終的な誤差は 10％以内であることが確認された．

開発したセンサを利用して取得した情報を生育予測や出荷予測および環境制御に活用する

ための技術開発，アプリ開発を行った．今後はプロジェクト参加機関が中心となり，研究

会を設立し，開発した技術の活用と普及を推進する．（岩崎） 
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（6）有機栽培における植物の地上部と地下部の関係性が生産性向上に及ぼす影響の解明 

研究担当者 甲斐貴光 

研究概要 これまで明らかにした有機栽培での土壌の特徴は，慣行栽培と比較して微生

物が多く，これらの微生物の活動によって窒素やリンの循環活性が年間を通じて高い．し

かし，有機栽培における植物の地上部と地下部の管理を統合的に最適化し，光合成量や物

質資源の利活用の最大化，品質向上を図った生産性向上のメカニズムについては十分にわ

かっていない．本研究では，有機栽培が取り組まれる畑地と樹園地で，気象観測，葉面受

光量，土壌中の水分・溶質・熱移動などの長期連続観測を行い，日射・気温管理・養水分

供給・根圏環境（土壌の物理性・化学性・生物性）の関係性が生産性向上に及ぼす影響を

解明する．（甲斐） 
 
（7）熱帯性気候地における有機野菜の地上部と地下部の関係が生産性向上に及ぼす影響 

研究担当者 甲斐貴光 

研究概要 有機栽培における植物の地上部と地下部の管理を統合的に最適化し，光合成

量や物質資源の利活用の最大化，品質向上を図った生産性向上のメカニズムについては十

分にわかっていない．本研究では，有機栽培が取り組まれる畑地で，気象観測，草丈，

SPAD での葉色測定，器官別（葉・茎・根など）の新鮮重・乾物重測定，葉面積測定，土

壌中の水分・溶質・熱移動などの長期連続観測を行い，日射量，気温管理，植物の成長速

度，養水分供給，根圏環境（土壌の物理性・化学性・生物性）の関係が生産性向上に及ぼ

す影響を解明することを目的とする．（甲斐） 
 
（8）分子生物学と土壌物理学の融合による低 CN 排出水田管理法と高収量イネ選抜法の

確立 

研究担当者 甲斐貴光（研究代表者：明治大学 登尾浩助） 

研究概要 間断灌漑下で栽培したイネが増収する System of Rice Intensification（SRI）は特

に熱帯域において 300％の増収が報告されている．一方，温帯域では SRI を使って栽培す

ると 20％減収する．熱帯域で SRI を適用すると増収する理由を解明するため SRI に適し

た品種の選抜を実施してきたが，SRI で多収量となる品種と湛水で多収量となる品種を比

較すると，根の通気組織の発達具合が異なることを発見した．本研究では，ゲノムワイド

関連解析を使って SRI に適した品種選抜法を開発し，イネ通気組織の大きさに依存する

CH4 の生成・分解反応と土壌微生物群集の関係を明らかにし，適切な水管理法を開発する．

（甲斐） 
 
（9）有機性廃棄物由来の肥料の施用により植物の線虫抵抗性を高める技術の開発 

研究担当者 武田 甲 

トマト苗へのオカラ・コーヒー粕堆肥の施用により，加害線虫への抵抗性が高まる可能

性を，抵抗性遺伝子の発現の確認により検証している．2022 年度は，植物の抵抗性遺伝

子の発現を研究している東京農工大学の豊田剛己教授の指導により，オカラ・コーヒー粕



15 
 

堆肥の施用がトマトに及ぼす影響を観測するための，リアルタイム PCR を用いた実験系

を確立した．現在，トマトの 4 つの遺伝子の発現量を調査している．以上に加え，亜臨界

水分解液肥の施用がトマトの線虫抵抗性に及ぼす影響を，栽培試験により検討している.

（武田） 
 
（10）葉の水損失と水ポテンシャルの関係に基づく野菜苗活着過程の栽培生理的解明 

研究担当者 小沢 聖 

高温期に定植したキャベツ 8 品種の生育，収量に及ぼす水分生理的な要因の影響を評価

した．地際部で切除した苗地上部をプレッシャーチャンバーに密閉し，0.6MPa から

0.8MPa に圧力を上げた間の茎切断部からの出液量を測定した．これの地上部生体重に対

する重量割合を，葉水分保持率（LWHR）とした． 

LWHR と萎凋（Wilt）は定植 4 日後（4DAT）に負の相関があったが，7DAT には相関が

なかった．7DAT の葉面積（LA7）は，気孔コンダクタンス（Cs）と負の相関があり，Cs

および Wilt4 との関係から高い相関で推定できた（r=0.82）．LA22 と LA7 の差は LWHR，

Cs と負の相関があり，これらとの関係から非常に高い相関で推定できた（r=0.98）．結球

重は，式「結球重 = 収穫までの日数 / （LWHR × Cs）」で高い相関で推定できた（r=0.82）．

結球重が大きい「青龍」，「冬くぐり」では LWHR が小さく，結球重が小さい「ふゆおこ」

と「夢ごごろ」では LWHR が大きかった． 

これらの結果から，LWHR の生育，収量に及ぼす影響は Cs より大きく，Cs とともに一

般知見と逆で，大きいほど生育，収量を抑制した．とくに LWHR の増加は，林木の耐乾

性を向上することで知られるが，高温期ですらキャベツでは生育，収量を抑制した．この

ことから LWHR の水分生理学的な概念の書換えが求められるといえる．（小沢） 

 

3．特定課題研究ユニット 

 黒川農場を拠点として活動する研究グループで，農場内外の研究者で構成されている．

黒川農場における学生教育（農場実習，卒論生・院生の研究）の質の向上ならびに川崎地

域の都市農業振興を目的として，①都市農業の発展に資する技術開発（環境保全型農業，

スマート農業），②学生実習プログラムの開発，③地域連携（市民・社会人向けプログラ

ム開発）などに取り組む．2022 年度は，農林水産省のプロジェクト研究，戦略的スマー

ト農業技術等の開発・改良事業に採択され，上記の取り組みが大きく進んだ（課題名：ネ

ットワーク・コミュニティーを活用した DX 推進による都市農業振興と人材育成，2022～

2024，研究代表者：岩崎）．2023 年 1 月には本ユニットと複数の民間企業で，連携協議会

を設立した．共同研究の立ち上げを進めており，すでに一部は実務が動き出している．こ

れまでに多くの研究成果をあげている亜臨界水処理有機液肥の利用について，社会実装を

目指して企業や地方自治体に積極的に技術を PR し，多くの機関から見学や試運転の申し

込みがあった．（岩崎） 
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Ⅳ 社会貢献 

1．社会における活動 

（1）学会などにおける活動実績 

  
（2）社会における活動実績 

 
       

No. 氏名 活動内容 活動期間（年月～年月）

1 岩崎泰永
データ駆動型農業の実践・展開支援 （スマートグリーンハウス展開
推進）カリキュラム検討作業部会専門委員

2021年4月～

2 岩崎泰永 スマートグリーンハウス展開推進　低コスト化検討専門委員会　委員 2021年4月～

3 岩崎泰永 イノベーション創出強化研究推進事業　外部アドバイザー 2021年4月～

4 岩崎泰永 日本施設園芸協会理事 2022年4月～

5 岩崎泰永 園芸学会令和5年度春季大会　座長 2023年3月
6 甲斐貴光 日本有機農業学会大会　座長 2022年12月
7 德田安伸 （公財）セディア財団　理事 2019年4月～

8 德田安伸 （公財）産業教育振興中央会　参与 2019年5月～

9 德田安伸 東京都コミュニケーションアシスト講座　評議員 2019年4月～

10 齋藤義弘 （公財）産業教育振興中央会　参与 2022年4月～

11 齋藤義弘
東京都立五日市高等学校 外部講師連携事業（耕作放棄地活用実
習）講師

2022年11月1日・8日

No. 会員氏名 学会名（役職を務めた場合は役職名と就任期間）

1 岩崎泰永 園芸学会（評議員2021.4～）

2 岩崎泰永 日本生物環境工学会

3 岩崎泰永 日本養液栽培研究会（会長2020.4～）

4 岩崎泰永 日本作物学会

5 岩崎泰永 日本土壌肥料学会

6 伊藤善一 園芸学会

7 伊藤善一 日本生物環境工学会

8 伊藤善一 日本養液栽培研究会

9 川岸康司 園芸学会

10 川岸康司 日本生物環境工学会

11 川岸康司 北海道園芸研究談話会

12 川岸康司 北海道農業普及学会（編集委員2020.10～）

13 川岸康司 日本有機農業学会

14 川岸康司 International Society for Horticultural Science
15 徳田安伸 日本テンペ研究会

16 甲斐貴光 農業農村工学会

17 甲斐貴光 日本有機農業学会

18 甲斐貴光 土壌物理学会

19 甲斐貴光 園芸学会

20 甲斐貴光 American Society of Agronomy
21 武田　甲 日本土壌肥料学会

22 武田　甲 園芸学会

23 武田　甲 日本有機農業学会

24 武田　甲 日本線虫学会
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（3）取材などの実績 

① 新聞掲載など 

 
（4）研修受け入れ 

 
2．地域交流 

（1）収穫祭 

新型コロナウイルス感染症の感染状況を鑑みて，中止することとした．（甲斐） 
 
（2）川崎市・麻生区関連事業 

①黒川地域連携協議会 

 本学と川崎市・麻生区との連携組織として「明治大学・川崎市黒川地域連携協議会」が

ある．2021 年度までは（1）農産物等研究専門部会，（2）地域活性化検討専門部会，（3）

里地里山保全利活用専門部会の 3 部会制で各種行事を開催していたが，組織スリム化の観

点から 2022 年度から農産物等研究専門部会と里地里山保全利活用専門部会の 2 部会に精

選して活動することとなった．中でも地域活性化検討専門部会のグリーンツーリズムは人

気の高いイベントであったことから農産物等研究部会に移行しての実施となった． 

②黒川地域グリーンツーリズム（共催：麻生区区役所企画課） 

黒川地域グルーンツーリズムは，黒川地域活性の一環として，黒川地域の散策，収穫体

験や座談会などを通じて黒川地域の魅力を発見する，明治大学・川崎市黒川地域連携協議

会主催の農と環境イベントである．2022 年度は同協議会農産物等研究部会の運営により 7

月 23 日（土）に開催され，参加者は抽選の結果 29 名（親子 12 組，うち大人 15 名，子供

14 名）であった（子供 1 名の欠席）． 

内容としては，黒川農場近隣の生産者圃場でブルーベリーの収穫体験の後，農場の教室

で川岸特任教授による農場と明治大学の紹介，および農場見学の後，大圃場で野菜の収

穫体験を行った．その後，黒川公会堂を会場として，藤井紀美子氏が講師となりブルーベ

リーのサワードリンク造りの講習会を実施した．本学農場での野菜収穫体験では，大量の

野菜が収穫できたことから参加した親子共々好評（満足度 100％）なイベントとなった．

なお，新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から，外部者は農場内での飲食ができな

かったため，学内での飲食を行わない形での実施となった．（德田） 

No. 日付 媒体名 媒体種 タイトル 概要
農場内関
連部署等

1 2022年6月17日
一般社団法人
SOFIX農業推進機
構

ホームページ
有機農法と慣行農法でリンゴを栽培し
た土壌の化学性と生物性

慣行栽培と慣行栽培のリンゴ園地で
は，それぞれ土壌の状態がどのよう
に違うのか，収量との関係はどうなっ
ているのか，SOFIXの処方箋で土壌
を改善した事例などを報告した．

甲斐貴光

2 2023年2月12日 日本農業新聞
2月12日朝刊

首都圏版

市内農業つぶさに
神奈川・JAセレサ川崎営農経済部会

が視察

JAの経営方針について協議するJA
セレサ川崎営農経済部会員とJA職

員13名が黒川農場等を視察した．

農場長他

No. 研修期間 研修者 研修者所属機関 研修内容 受入責任者 指導担当者

1 2022年12月26日

～27日

都立高校生2
名

東京都教育委員会
得意な才能を伸ばす高度な教育
プログラム（理数）

德田安伸
齋藤義弘

岩崎泰永
川岸康司
武田　甲
吉野将紀
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（3）小学校見学・中学校職場体験学習 

2022 年度は多摩市立諏訪中学校から男子生徒 3 名が来場し，11 月 1 日（月），2日（火），

4 日（木）の 3 日間の体験学習を行った．1 日は圃場での施肥，畝たて，播種などの作業，

2 日はハウスでの高設栽培ベンチ作成，4 日はハウスと圃場で生育調査，収穫調査の実習

を行った．（岩崎） 
 

（4）親子公開講座 

①開催の趣旨 

 これまで収穫祭は農場設立趣旨の１つ「地域共生」に基づく主要行事であり，開催を望

む地域の声も度々聞こえてきたことから開催に関する検討が始められた．しかし，従前と

おりの収穫祭開催は難しいとの結論に伴い，代替行事で対応する方策が検討され，「親子

公開講座」の開催に至った． 

②開催までの流れ   

 11 月初旬にコロナ行動規制が解除されたことから，企画を検討した．開催時期が冬場

となるため収穫できる野菜は少なく，収穫体験は難しいことから，内容は季節性や天候に

とらわれない「加工実習」，定員は三密をさけられる 24 組とした．対象は短期間で組織的

な広報のできる黒川地域の 2 小学校（はるひ野小，栗木台小）とし，その 3～6 年生に声

をかけ，さらに往復の安全かつ車での来校禁止の観点から保護者同伴とした． 

日程は，周知および募集期間を 1 か月として，2023 年 1 月 21 日（土）午前中の開催と

した． 

③周知と募集，参加定員 

 周知と募集は農学部事務室が中心となって行った．応募と抽選による参加の可否をメー

ルで連絡できるよう応募ソフトを作成するとともに，ＱＲコード付き募集要項を作成して

1,600 枚印刷した．その後，德田と武田の 2 名で該当校の校長を訪問し，趣旨説明とホー

ムルームでの配布を依頼した．なお，定員は加工室の定員から親子 24 組とした． 

その結果，定員を超える応募があり，申込みは 43 組（1.8 倍）を数え，抽選により 24

組を選出し，メールにて連絡した． 

④公開講座の内容  

 公開講座の内容は小学生の加工実習と保護者向けの農業講演会の 2 本立てとした， 

具体的な内容と分担は以下のとおり．                                     
  受付（武田，篠） 駐輪指導（甲斐） 写真（齋藤）                                       
1） 農場ガイドツアー   （50 分）親子一緒 

 （川岸・岩崎） 
2 班編成 

1）挨拶，大学・農場説明 （30 分）保護者対象 
   （元木農場長） 
2）農業の面白い話（3 本）（90 分）保護者対象 

 （川岸・岩崎・武田） 

3）加工実習 
（野菜の中華まん・スコーン） 

（120 分）小学生対象 
 （德田・齋藤・TA2 名） 

 参加は当日欠席が 1 組で親子 46 名（23 組），別途小学校の先生の見学（オブザーバー

参加，事前の申込み）が 1 名あった．会費は親子 1 組 500 円で，内訳はイベント保険と加
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工実習の原材料実費であった．また，農場運営費からは加工実習の補助の賃金（TA2 名分）

を支給した． 

⑤アンケートの結果 

実施後，アンケート調査を実施した．評価は 5 段階評価とし，合計得点を 100 点満点に

換算して以下に表示する．  

 

上記の結果，1）ガイドツアーは最高気温が 7℃と寒い 1 日であったため，相当寒かっ

たものと思われる．2）農場紹介（DVD 含む）は好評であった．3）農業の面白い話（3

本）も好評であった．4）加工実習は非常に好評であった．なお，5）運営・案内通知等も

特段問題はなかったと考えられる．さらに，自由意見を表示すると以下のとおりであった． 

・明大農学部・黒川農場の良さがよく分かった．コロナ前は毎年収穫祭に来ていた． 

・大学の先生方のお話が大変面白く，活き活きとされていた．学生に戻った気分． 

・有機栽培，水耕栽培，亜熱帯植物など実際に見られて，とても興味深かった． 

・ミニトマト，ソバージュ栽培方式などとても驚いた． 

・白米が大好きですが多くの努力と熱意で支えられていて，食がより大事に思えた． 

・都市農業についてとても興味が持てた．営農ボランティアなど是非チャレンジしたい． 

・線虫やクマムシのことを知り面白かった． 

・ホウレンソウの中華マンやスコーンなど作って面白く美味しかった． 

・今後も親子体験やシリーズで複数参加できるようになるといいなと感じた． 

（徳田） 
 
3．視察・見学の状況 

新型コロナウイルス感染症拡大防止対策に伴う入構制限のため，一般の見学受け入れ停

止は継続しつつ，感染予防を行った上で関係者や受験生等，一部の方のみ受け入れた．

（石川） 
 

2022 年度来場者（目的：見学等） 

来場者区分 件数 人数 備考 

海外 2 14  

95

98

96

95

95

93.5 94 94.5 95 95.5 96 96.5 97 97.5 98 98.5

⑤運営、通知方法

④加工実習

③農業の面白い話

②農場紹介

①農場ガイドツアー

親子公開講座の評価
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学校・教育機関 9 66  

官公庁 5 71  

産業界（企業） 15 74  

団体・組合 2 33  

民間（個人・NPO ほか） 5 9 受験生他 

明治大学 3 100  

合計 41 367  

 
V 事業実績 

1．温室および圃場 

（1）温室利用実績 

①A1 温室（葉菜類用養液栽培，栽培圃面積 860m2） 

作付け：ホウレンソウ，ルッコラ，パクチー，レタス，コネギ，セロリ，スイスチャー

ド，シュンギクなど 

育苗は「人工光閉鎖型育苗システム：“苗テラス”」，本圃は「葉菜用養液栽培システ

ム：“ナッパーランド”」により構成され，各種葉菜類を周年生産している． 

販売実績では約 812 万円分を販売し，前年度比では 102％の売り上げを達成している．

栽培については，ホウレンソウとその他品種の割合は前年と変えず，時期や販売先からの

状況により品種の切り替え等の修正を行っている． 

ホウレンソウでは，これまで主として晩秋に使用していた品種の廃盤があり，後継品種

を使用したところ，低温伸長性の低さから生育が上がらずに 11～12 月の収量を減らすこ

ととなった．今後は品種特性を把握するなど，同様の問題を起こさないよう注意したい． 

また，今年は昨今の世界情勢もあり資材の高騰が多く，特に液肥は昨年比で価格が 1.5

倍上昇するとともに，納期が未定で発注から納品までに 2 か月近く要する場合があった．

今後の運用においても早めの資材発注の必要があると考えられる．（吉野）  

②A2 温室（養液栽培，栽培圃面積 570m2） 

1/2 東区（サンゴ砂礫混合培土養液栽培，栽培面積 285m2） 

作付け：ミニトマト（9 月 23 日播種）  

収穫：～5 月下旬 定植：10 月 22 日 収穫：1 月 4 日～翌 4 月下旬（予定） 

2022 年度は，ミニトマト 4 品種（‘ラブリーさくら’，‘ラブリー藍’，‘TY イエローミ

ミ’，‘ティエロ’），調理用 2 品種（‘シシリアンルージュ’，‘サンマルツァーノ’）を 1 回

作付け，赤色品種 7～9 段（調理用除く），黄色品種 9～10 段で摘心した．果実が大きくな

りすぎるのを抑える目的で 2 本仕立て区を設けたところ比較的良好の結果となったが，収

穫開始時期を揃えるためには播種時期を 2～3 週間早める必要があり，育苗期間の増加に

つながることが判明した．作業量軽減の観点からは，さらに検討が必要である．‘サンマ

ルツァーノ’では，特に裂果が目立った．作付け株数を減らしたことから収穫量が減少し
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たため，出荷先を減らし，販売は減少傾向であるが，3 月 25 日現在，概ね前年同様で順

調である． 

1/4 北西区（ヤシガラ培土養液栽培，栽培面積 142m2） 

作付け：トマト 

播種：9 月 28 日 定植：10 月 27 日 収穫：1 月 31 日～4 月下旬（予定） 

前年度の試作が好調であったことより，不織布ポットを用いた養液栽培による大玉トマ

トの生産を開始した．最適な品種選定のため 5 品種（‘豊作祈願’，‘ハウス桃太郎’，‘CF

桃太郎はるか’，‘桃太郎ネクスト’，‘ルネッサンス’）を用いて 6～7 段摘心とした．‘ル

ネッサンス’は，他より裂果が目立ち，先端の尖りが著しかった．果実硬度は桃太郎系統

で硬かったが，‘豊作祈願’や‘ルネッサンス’は中程度であった．甘さは‘ルネッサン

ス’が甘く，‘豊作祈願’は中程度であったが，いずれの品種も，前年に続き，一般的に販

売されている高糖度トマト並みかそれ以上の甘さと評価された．販売においては，農場正

門直売，生田キャンパスとも袋入りを基本とし，箱入りと併売した．3 月 25 日現在，第 3

～4 段果房の収穫期である．販売は，食味，大きさ，売れ行きとも，総じて順調である．

（小泉）    

③A3 温室（土耕，栽培圃面積 570m2）  

西側：アグリサイエンス研究室の卒論研究を行った．養液栽培装置を自家施工で導入し

た．R4 年度は培養液濃度の違いがトマトの生育や収量に及ぼす影響を，光合成，シンク

ソースバランスの観点から調査した．また，ハウス内に小型のハウスを 6 棟整備し，それ

ぞれ気温，湿度，CO2 濃度を独立してコントロールできるように施行しているが，現在も

施行を継続中である． 

東側：生研センターの受託研究「植物体内の水分移動に伴う音響放射を捉えるエレクト

レットセンサの改良と実用化実証」ではトマトを，㈱のむら産業の受託研究「籾殻を利用

したイチゴ高設栽培技術の開発」ではイチゴを栽培している．また，新領域創成型研究研

究「有機性廃棄物由来の肥料の施用により植物の線虫抵抗性を高める技術の開発」でトマ

トを栽培した．2022 年度実施した実験では，線虫抵抗性品種ではない‘強力米寿’にお

いて，亜臨界水分解液肥を施用した区の方が市販液肥を施用した区より，枯死等の甚大な

被害が少ない傾向が見られた．（武田） 

④B 温室（ヤシガラ培土高設養液栽培，栽培圃面積 270m2）  

作付け：イチゴ 品種：‘よつぼし’ 

鉢上：7 月 27 日，定植：9 月 20 日，22 日 収穫：12 月 21 日～4 月下旬（予定）， 

購入セル成型苗（406 穴）を 9 ㎝ポットに鉢上げして 2 次育苗した後，定植した．2022

年度は炭酸ガス燻蒸処理を行った．定植直後の頭上潅水は行わなかったが，例年発生がみ

られた炭酸ガス燻蒸処理による薬害は軽減した．IPM 防除の一環としてアカメガシワクダ

アザミウマを 3 月 2 日に放飼した．3 月中旬頃より，うどんこ病対策として硫黄燻蒸を行

っている．生産・販売ともに例年同様，順調である．前年に続き果房方向に関する調査を

川岸特任教授が行った．（小泉） 
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（2）圃場利用実績 

①大圃場および中圃場 

大圃場は，農学部 1 年生を対象とした農場実習圃場として利用し，播種から収穫まで一

貫した栽培管理実習を行った．中圃場は実習としても利用し，生産物は出荷調製をすると

ともに一部は農産物加工をし，青果販売で生田キャンパスや農場正門前などで販売を行っ

た．収穫祭は 2022 年度も新型コロナウイルス感染症拡大のため中止となった．（渡辺） 
 
中圃場の作付け実績 

                                    
② 有機圃場（北段，南段）およびアカデミー圃場 

農場開所当初より内部循環，自然共生，生物多様性をめざす有機栽培（有機圃場北段およ

びアカデミー圃場）と自然栽培（有機圃場南段）を行っている．有機栽培は化学合成農薬お

よび化学肥料を使用せず，堆肥は農場内の里山から集めた落葉や有機圃場から出る野菜残渣

等から作ったもの，防除にはニーム，酢，焼酎を使用している．自然栽培は一切の肥料，農

薬を使用せず不耕起で栽培し，農場内で刈った草を敷草として利用した．栽培品目は有機栽

培で 50以上，自然栽培では 20以上で主な販売先は生田キャンパスである．有機栽培で生産量

の多かったものは，トマト 5,502kg/10a，ダイコン約 4,200kg/10a，ピーマン 2,968kg/10aであった．

自然栽培ではナス（長ナス）2,219kg/10a，サツマイモ 838kg/10a，ダイコン 792kg/10a である．

有機圃場北段は例年市民講座（有機栽培の講座）の実習圃場として利用しているが，3 年連続

で新型コロナウイルスの影響により開催中止となったため一部生産用に転用した．（原田） 
 

アカデミー圃場および有機圃場・北段の実績（販売を目的とした作付け） 
凡例 ●：播種 ▼：定植/植付け ■：収穫 □：副産物として収穫（ヤングコーン，間引き菜など） 
    ：緑肥，あるいはコンパニオンプランツとして栽培 

凡例 ● ： 播種 ▼ ： 定植/植付け ■ ： 収穫

上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

バレイショ 5.0 ■ ▼

ダイコン 0.5 ■ ●

スイートコーン 1.0 ■  ●

ニンニク 1.5  ■ ▼

ヤムイモ 1.0 ▼ ■

ラッキョウ 1.5 ○ ■ ▼

ラッカセイ 1.5 ○ ● ■

ブロッコリー 0.5 ● ▼    ■  
ナス 0.5 ▼ ■        ■

インゲン 0.5 ● ■

ソラマメ 1.0 ■ ●

ハクサイ 0.5 ● ▼ ■ 　 　

キャベツ 0.5 ● ▼ ■

15.5

年間作付計画

4月 5月 6月 7月 8月 3月

小計

9月 10月 11月 12月 1月 2月分
類

作付作目
作付
面積
(a)

加工

仕向

は○

面積
 (a) 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

スイートコーン 0.7 ● □ ■ ■
トマト 0.2 ▼ ■ ■ ■ ■ ■

ミニトマト 0.1
ナス 0.2 ▼ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

ピーマン 0.2 ▼ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
エンバク 0.3 ●

エンバク・ライムギ 0.2 ●
ライムギ 0.4 ●
スイカ 0.2 ▼ ■ ■ ■
カボチャ 0.2 ▼ ■ ■
エンバク 0.3 ●

マルチムギ 0.2 ●
ハクサイ 0.2 ▼ ■ ■ ■ ■ ■ ■

コマツナ・シュンギク・コカブ 0.2 ● ■ ■ ■

12月 1月 2月 3月7月 8月 9月 10月 11月
作付作目

作付
面積

4月 5月 6月

有
機
圃
場

（
北
段

）

有
機
栽
培

（
例
年
は
市
民
講
座
用

）

10
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面積
 (a) 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

ヤーコン 0.1 ▼ ■ ■ ■ ■ ■ ■
ショウガ 0.1 ▼ ■ ■ ■
ウコン 0.0 ▼ ■ ■
オクラ 0.3 ● ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

エンバク 0.4
エンバク 0.3 ●
ネギ 0.0 □
レタス 0.2 ■ ■

サツマイモ 0.3 ▼ ■ ■
タマネギ 0.2 ■ ■ ■
ソラマメ 0.2 ■ ■ ■
タマネギ 0.2 ■ ■ ■
カボチャ 0.4 ▼ ■ ■ ■ ■

マルチムギ 0.3 ●
ダイコン 0.2 □ ■ ■ ■ ■
キュウリ 0.3 ▼ ▼ ■ ■ ■ ■

ブロッコリー 0.3 ▼ ■ ■ ■ ■ ■ ■
ニンジン 0.2 ● ■ ■ ■
レタス 0.2 ▼ ▼ ■ ■ ■ ■ ■ ■

カリフラワー 0.3 ▼ ▼ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
タマネギ 0.2 ▼
ツケナ 0.1 ■
ミズナ 0.0 ■

ミディトマト 0.2 ▼ ■ ■ ■ ■
マルチムギ 0.2 ●
インゲン 0.1 ▼ ■ ■
ネギ 0.5 ▼ ▼ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
ゴボウ 0.3 ● ■ ■ ■ ■ ■ ■

ズッキーニ 0.4 ▼ ▼ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
サツマイモ 0.4 ▼ ■ ■

スナップエンドウ 0.3 ■ ■ ■ ■
ナス 0.4 ▼ ▼ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
オクラ 0.4 ● ▼ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

タマネギ 0.3 ■ ■ ■
スイートコーン 0.6 ● ● □ □ ■ ■

ダイコン 0.3 ● □ □ ■ ■ ■ ■ ■
カリフラワー 0.2 ▼ ■ ■ ■ ■
シュンギク 0.3 ▼ ■ ■ ■ ■ ■ ■
ダイコン 0.3 ● □ ■ ■ ■ ■ ■ ■
コマツナ 0.1 ● ■ ■ ■ ■ ■ □ □ □
ツケナ 0.1 ● ■
タマネギ 0.3 ▼

スナップエンドウ 0.3 ▼
混合緑肥 1.0 ●
サトイモ 0.3 ▼ ■

2月 3月10月 11月 12月 1月8月 9月
作付作目

作付
面積

4月 5月 6月 7月

有
機
圃
場

（
北
段

（
市
民
講
座
用
以
外

）
）
・
ア
カ
デ
ミ
ー

圃
場

有
機
栽
培

10.3

レタス 0.2 ▼ ▼ ■ ■ ■ ■
リーフレタス 0.1 ▼ ■ ■ ■
ライムギ 0.2 ●

スイートコーン 0.5 ●
エダマメ 0.5 ● ■
トマト 0.2 ▼ ■ ■

ミニトマト 0.1 ▼ ■ ■
ピーマン 0.1 ▼ ■ ■ ■
ナス 0.5 ▼ ■ ■ ■ ■ ■

ダイコン 0.5 ● ■
ニンジン 0.5 ● ● ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

ブロッコリー 0.2 ▼ ■
キャベツ 0.2 ▼
エンバク 0.2 ●
ライムギ 0.5 ●
スイカ 0.2 ▼ ■ ■
カボチャ 0.2 ▼ ■ ■
エンバク 0.2 ●

マルチムギ 0.5 ●
ハクサイ 0.2 ▼ x
レタス 0.5 ▼ ▼ ■ ■ ■

コマツナ・シュンギク 0.2 ●▼ ■ ■ ■
コカブ 0.2 ● ■ ■ ■

ライムギ 0.2 ●
スイートコーン 0.2 ● □ ■ ■

エダマメ 0.3 ● ■ ■
トマト 0.2 ▼ ■ ■ ■ ■

ミニトマト 0.1 ▼ ■ ■ ■
ナス 0.2 ▼ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

ピーマン 0.1 ▼ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
ダイコン 0.2 ● ■ ■ ■ ■ ■ ■
ニンジン 0.2 ● ● ■ ■ ■ ■
キャベツ 0.1 ▼ ■ ■

ブロッコリー 0.2 ▼ ■ ■ ■ ■
延べ 緑肥 0.6 ●
13.2
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有機圃場・南段（自然栽培）の実績 
凡例 ●：播種 ▼：定植/植付け ■：収穫 □：副産物として収穫（ヤングコーン，間引き菜など） 

：緑肥，あるいはコンパニオンプランツとして栽培 

サツマイモ 0.2 ▼ ■
スイートコーン 0.2 □ □ ■

キュウリ 0.3 ▼ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
カブ 0.2 ■ ■ ■ ■

トウガン 0.1 ▼ ■ ■ ■
ニガウリ 0.1 ▼ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
ミツバ 0.1 ●
ネギ 0.2 ▽ ▼ ▼ ▼ ■ ■ ■ ■ ■ ■
カブ 0.2 ● ■ ■

ハクサイ 0.5 ▼ ▼ ▼ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
ニンジン 0.1 ● ● ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
ミツバ 0.1 ▼
ケール 0.1 ▼ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ □

黒キャベツ 0.1 ▼ ■ □ □
タマネギ 0.2 ▼
ネギ 0.1 ■ ■

エンバク 0.2 ●
コマツナ 0.2 ● ■ ■ ■ ■

リーフレタス 0.2 ▼ ■ ■ ■ ■
ネギ 0.5 ▼ ▼ ■ ■ ■ ■ ■

ニンジン 0.2 ● □ ■ ■ ■ ■ ■
コマツナ 0.1 ■ ■
ツケナ 0.1 ■
ピーマン 0.1 ▼ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

カラーピーマン 0.1 ▼ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
パプリカ 0.0 ▼ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

甘トウガラシ 0.1 ▼ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
ダイコン 0.2 ● □ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
エンバク 0.3 ●
カイグァ 0.0 ▼
ヘビウリ 0.0 ▼

ハッショウマメ 0.0 ▼
ネギ 0.1 ▼ ■ ■ ■ ■ ■
オクラ 0.1 ● ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

モロヘイヤ 0.1 ▼ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
マリーゴールド 0.0 ▼
茎ブロッコリー 0.1 ▼ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
黒キャベツ 0.0 ▼
ナバナ 0.1 ▼ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
ミズナ 0.1 ● ■ ■ ■ ■ ■ ■
チヂミナ 0.1 ● ■ ■ ■
バジル 0.1 ▼ ■ ■ ■
クレオメ 0.1 ▼

マルチムギ 0.2 ●
ソルゴー 0.1 ●

カブ 0.2 ● ■ ■ ■
ツケナ 0.0 ● ■ ■
キャベツ 0.3 ▼ ■ ■ ■ ■ ■

延べ ソルゴー 0.2 ●
18.4

面積
 (a) 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

トマト 0.3 ▼ ■ ■ ■ ■
ミディトマト 0.6 ▼ ■ ■ ■ ■

ナス 0.6 ▼ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
キュウリ 0.6 ▼ ■ ■ ■ ■ ■ ■
オクラ 0.6 ▼ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

甘トウガラシ 0.3 ▼ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
サツマイモ 0.8 ▼ ■ ■
エンサイ 0.6 ▼ ■ ■ ■ ■
サトイモ 0.6 ▼ ■
ジャガイモ 0.6 ■
ニンジン 0.3 □ ■ ■ ■
キクイモ 0.3 ▼ ■ ■ ■
ソルゴー 0.6 ●
ソバ 0.6 ● ●

キャベツ 0.6 ▼ ■
ブロッコリー 0.6 ▼ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
ダイコン 0.3 ● ■ ■ ■
ダイコン 0.3 ● ■ ■ ■
ダイコン 0.1 ●
カブ 0.3 ● ■ ■ ■

リーフレタス 0.3 ▼ ■ ■
タアサイ 0.3 ● ■
ミズナ 0.3 ●
コマツナ 0.3 ●

延べ エンバク等+他混合緑肥 6.4 ● ● ● ●
16.5

2月 3月10月 11月 12月 1月

有
機
圃
場

（
南
段

）

自
然
栽
培

8月 9月
作付作目

作付
面積

4月 5月 6月 7月

11
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（3）里山利用実績 

農場内の里山雑木林は，学生の里山実習や有機圃場での堆肥原料の供給の場として利

用されている．2022 年度の農場実習は新型コロナウイルス感染症を考慮し，感染防止策

を講じながら実施された．農場実習の一部として，里山実習は，夏期集中で 4 回，秋学

期に 4 回，計 8 回実施された．里山実習では，約 1,000m2の雑木林で下草刈りの実施方

法やこれらの堆肥化のほか，神奈川県内で近年多発しているナラ枯れとの関連や里山の

多面的機能について説明した．なお，刈り取られた下草や落ち葉は適宜集められ，有機

圃場用に堆肥化している.（川岸） 
 

（4）自然生態園管理など 

①自然生態園の利用 

祝日，夏期冬期の一斉休暇を除く平日の 10～15 時に一般開放している．新型コロナウ

イルス感染症対策として 2022 年度は閉鎖していたため一般の入場者はなかったが，農場

実習や地学実験に活用した．（石川） 
表 1 自然生態園の入場者数 

月 
2022年 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 
2023年 
1 月 2 月 3 月 合計 

人数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
 

②自然生態園の植生管理 

 2022 年度における自然生態園の植生管理は，2017 年作成の目標植生図（図 1）を規範

にして行った． 

図 1 目標植生図（2017 年作成） 
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 特記すべき内容は以下のようである． 

・黒川農場の敷地境界付近のアズマネザサ刈りを実施した． 

・2022 年 4 月 11，12 日に自然生態園内奥の階段上のコナラの伐採を行った． 

昆虫が樹幹に侵入した形跡があり，境界付近に位置していることから，倒木した際の被害

予防のために伐採を行った． 

・黒川農場北西斜面下部（本館西側の隣地畑との境界付近）の植生調査を実施した． 

自然生態園では未確認のノハナショウブやチダケサシ等の生育が確認された． 
 
表 2 2022 年度に実施した植生管理 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

項目 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

黒川農場内
緑地

アズマネザサ伐開
（刈り払い機+手刈り）

ナラ枯れ木伐採

植生調査

A-5
選択的な草刈り
（刈り払い機+手刈り）

B B-1
選択的な草刈り
（刈り払い機+手刈り）

C C-2
下草刈り
（刈り払い機）

選択除草
（手抜き伐根）

A-3

アズマネザサ伐開
（刈り払い機+手刈り）

選択的な草刈り
（刈り払い機+手刈り）

A-4

アズマネザサ伐開
（刈り払い機+手刈り）

選択的な草刈り
（刈り払い機+手刈り）

エリア

自然生態園内

園路点検作業

植生調査

A

A-1

草刈り
（刈り払い機）

選択除草
（手抜き伐根）

A-2

草刈り
（刈り払い機+手刈り）
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 植生管理の詳細を表 3 に示した． 
 
表 3 2022 年度に実施した植生管理詳細 

 
 
③自然生態園の植生のモニタリング 

i 調査目的 

自然生態園における植生の変遷を把握し，管理の効果を検証しながら今後の順応的な管

理方針を検討するための基礎資料を得ることを目的とし，モニタリング 6 年目の調査を実

施した． 

ii  調査年月日 

2022 年 6 月 27，28 日に実施した． 

iii 調査方法 

iii-1 現存植生図の作成 

2017 年 11 月から毎年更新している植物社会学的な現存植生図の更新を行った． 

iii-2 永久コドラートにおける植生調査 

本モニタリングでは，種組成に基づいた詳細な区分が可能となるよう，植生図について

は，植物社会学的な植生調査・表操作によって抽出された植生単位を凡例として作成して

項目

ナラ枯れ木伐採
ナラ枯れにより倒木の危険がある個体を伐採します。

植生調査
保全の重要度が高い植物が生育している可能性がある区画にて、管理計
画作成の参考データとして植生調査を行います。

C C-2
下草刈り
（刈り払い機）

里山環境の保全を目的に、刈高5～10ｃｍで刈り取ります。

黒川農場内
緑地

アズマネザサ伐開
（刈り払い機+手刈り）

里山環境の保全を目的に、アズマネザサの刈り取り作業を行います。

A-5
選択的な草刈り
（刈り払い機+手刈り）

アズマネザサを中心に刈り取り作業を行います。

B B-1
選択的な草刈り
（刈り払い機+手刈り）

アズマネザサを中心に刈り取り作業を行います。

A-3

アズマネザサ伐開
（刈り払い機+手刈り）

ウツギの生育促進を目的に、アズマネザサを伐開します。ウツギを傷つけ
ないように、刈り払い機と手刈りで作業をします。

選択的な草刈り
（刈り払い機+手刈り）

ウツギの生育促進を目的に、アズマネザサ等を刈り取る植物として、刈り払
い機と手刈りで作業を行います。

A-4

アズマネザサ伐開
（刈り払い機+手刈り）

クコの生育促進を目的に、アズマネザサを伐開します。ウツギを傷つけない
ように、刈り払い機と手刈りで作業をします。

選択的な草刈り
（刈り払い機+手刈り）

クコの生育促進を目的に、アズマネザサ等を刈り取る植物として、刈り払い
機と手刈りで作業を行います。

外来植物を減らすことを目的に外来植物の手抜き伐根を行います。

A-2

草刈り
（刈り払い機+手刈り）

草原環境を保全することを目的に、保全植物と刈り取る植物を定め、刈り払
い機と手刈りで作業を行います。

選択除草
（手抜き伐根）

外来植物を減らすことを目的に外来植物の手抜き伐根を行います。

園路点検作業
園路からの見通しや、安全性の確保を目的に、植物が柵を越える歩行困難
箇所、サインやベンチにかかる植物を剪定・除去します。

植生調査
自然生態園に生育する植物種を把握し、生育状況を調査します。

A

A-1

草刈り
（刈り払い機）

草原環境を保全することを目的に、保全植物と刈り取る植物を定め、刈り払
い機と手刈りで作業を行います。

選択除草
（手抜き伐根）

エリア 詳細
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いる．ただし，植物社会学的な植生調査は，均質な植生の広がりに合わせて調査区を設定

するため，その面積や形状は一定ではない．また，調査範囲は調査者の主眼によって調査

を行いながら任意で決定され，ロープ等で囲うこともないため，調査区の範囲は曖昧であ

る．そのため，通常の植物社会学的な植生調査を行う調査区は，同一地点で継続的なモニ

タリング調査を継続するには適していない． 

2017 年・2018 年調査時に植物社会学的植生調査を実施した箇所のうち，継続的にモニ

タリングを行う箇所については，調査区の四隅に目印となる杭を設置し（図 2），永久コ

ドラートとしている（図 5）．このうち，M10 については，四隅に既往の杭があったため，

新たな杭を設置せずに，既往の杭を目印としている（図 3）． 

永久コドラートにおける植生調査内容は，基本的に通常の植物社会学的な植生調査と同

じとした．ただし，高木・亜高木の種に関しては，図 4 に示すように，林冠がコドラート

内に入っているものを対象とした．また，2018 年から，将来行う解析がより詳細に行え

るように，被度・群度に加え，種毎の植被率（目測で百分率を記録）を記録している． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

図 4 永久コドラート調査における高木・亜高木層の調査対象の考え方 

図 2 コドラートの四隅に設置した杭 図 3 コドラート M10 の目印とした既存の杭 
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図 5 コドラート設置箇所（2021 年は，赤丸で示した永久コドラートのみで調査を実施）  



30 
 

iii-3 植物相調査 

植生調査等の基礎資料として，また，自然生態園における環境教育・一般開放等の参考

資料として，植物相を把握するための調査を実施した．なお，植物相調査では確認できず

に，コドラート調査のみで確認される種もあることから，コドラート調査で確認された種

も合せて植物相リストを整理している． 

iv 調査結果 

iv-1 現存植生図の作成 

確認された植物群落は 2020 年調査時から変化はなかった．ただし，南側のクヌギ-コナ

ラ群集において，ナラ枯れによる伐採後のギャップが生じていたため図化した．表 4 に示

すように，アズマネザサ群落の下位単位については，元々谷の林縁部に分布していたもの

がナガバジャノヒゲ下位単位，北西側斜面のウツギ-クズ群落とウシハコベ-カナムグラ群

落から遷移した範囲のものがクコ下位単位と境界が明瞭であるため下位単位まで植生を図

化した．2017 年から 2022 年の植生図を図 6～10 に示す． 

特に大規模な変化が見られるのは，自然生態園北西側斜面である．2017 年は，ウシハ

コベ-カナムグラ群落・典型下位単位のオオブタクサ優占植分が分布していたが，オオブ

タクサの駆除により，2018，2019 年にはオオブタクサ優占ではなくなった．そして，

2020 年以降は，アズマネザサ群落・クコ下位単位への遷移が確認されている．ただし，

谷部では継続的な草刈を行っており，ウシハコベ-カナムグラ群落が維持されている． 

次に大きな変化としては，2019 年まで安定して確認されていた池のヒメガマ群落が，

2020 年には大幅に減少し，ミゾソバ-アメリカセンダングサ群落が広い面積を占めるよう

になった． 

北側の草刈や外来種の選択的駆除を行っているヨモギ-セイタカアワダチソウ群落が大

部分を占めていた調整池斜面では，チガヤ群落が徐々に面積を広げている． 
 

表 4 植生図の凡例と下位単位との関係 
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図 6 2017 年の自然生態園の現存植生図 
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図 7 2018・2019 年の自然生態園の現存植生図  
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図 8 2020 年の自然生態園の現存植生図 
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図 9 2021 年の自然生態園の現存植生図 
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図 10 2022 年の自然生態園の現存植生図 

 

 



36 
 

iv-2 モニタリング用コドラート内の植生調査 

iv-2-1 各コドラートの概要 

図 5 に示したように，モニタリング用の永久コドラートは 12 地点である．各コドラー

トの概要は表 5 に示すとおりである． 
 

表 5 各永久コドラートの概要 
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iv-2-2 コドラート毎の植被率の変化 

永久コドラートによる植生調査結果の活用としては，種数や生活型組成，種組成，植被

率等の変化の把握が挙げられる．当分は，管理の影響が表れやすいと考えられる，植被率

の変化について整理する． 

階層毎の植被率の経年比較を図 11，図 12 に示す．高木林では，下刈を行っている尾根

のコナラ林（M1）の低木層の植被率が抑制されている．ただし，毎年，下刈が行われた

直後に調査を実施しているため，特に植被率が低下している状態での調査である．また，

斜面中腹のコナラ林（M2）は，低木層にアズマネザサが繁茂していたため刈取を行い，

低木層の植被率が低下した．それ以外のコナラ林（M3，12）はアズマネザサが繁茂して

おり，低木層の植被率が高い． 

一方，常緑広葉樹林であるシラカシ林の M11 については，下刈等の管理を実施してい

ないが，低木層・草本層の植被率は安定しており，アズマネザサもコナラ林のように繁茂

はしていない． 

図 11 階層毎の植被率の経年比較（高木林） 
 
M4 のセンニンソウ-モミジイチゴ群落については，2020 年は 10 月終盤に発生した台風

19 号の影響で低木の幹折れ・倒木が発生し，11 月 18 日にそれらの除去とアズマネザサの

刈取を行ったため，植被率が低下した．11 月 11 日に調査を実施した 2021 年は，センニ
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ンソウ等の地上部が既に枯れていたため植被率が低かったが，植生が繁茂している夏季に

調査を行った 2022 年は植被率が回復した．全体的な植被率は回復したものの，刈取前の

2019 年のアズマネザサの被度・群度と植被率は「3・3 50％」であったが，刈取後の 2021

年，2022 年は「2・2 20％，1・2 10％」と刈取前よりも低く保たれている． 

北西側斜面のウツギ-クズ群落とウシハコベ-カナムグラ群落がアズマネザサ群落に遷移

した M5 と M6，M7 は，常に植被率が高い状態であった．これは，アズマネザサとクズ

の繁茂状況を反映しており，M7 では，カナムグラも繁茂していた．しかし，2022 年には

園路沿いに限ってアズマネザサの刈取を行ったため，M5 と M7 では両コドラート供に植

被率が 70％とやや低くなった． 

ウシハコベ-カナムグラ群落・アオミズ下位単位が維持されているコドラート M8 につ

いては，2017 年に植被率が 70％あった低木層が 2018 年以降は 0％→0％→10％→20％と

推移している．これは，管理の一環でオオブタクサの選択的駆除を行ったためである．

2020 から 2022 年にかけて 10％から 20％に上がったのは，コドラート内に生存している

コウゾが成長したためである． 

図 12 階層毎の植被率の経年比較（つる・低木林/草本群落）  
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ヨモギ-セイタカアワダチソウ群落内のコドラート M9 は，2017 年から 2018 年にかけて

草本層の植被率が 90％から 70％に低下しているが，これも刈取やセイタカアワダチソウ

等の選択的駆除を行ったためである． 

切土法面の落葉広葉樹植栽地は，切土のため土壌が発達していない．それを反映して，

同じ斜面に分布するウツギ-クズ群落やウシハコベ-カナムグラ群落と比較すると植被率は

低いが，毎年着実に増加している． 

iv-2-3 植生毎の種組成 

モニタリングが 6 年目となり，経年の植生調査資料が蓄積されている．すべてのデータ

は Microsoft Excel にまとめてある．ここでは，調査初年度であり植生図のベースとなって

いる 2017 年のデータと最新の 2022 年のデータで作成した組成表を示す（表 6（1）～

（3））． 

クヌギ-コナラ群集は，尾根のクヌギ下位単位と斜面のクマヤナギ下位単位に下位区分

される．クヌギ下位単位のうち，M1 が下刈を行っている場所に，M12 が対照区として下

刈を行っていない隣接した尾根部に設置されている．下刈を行っている M1 では，小型の

草本等が特徴的であるが，それらのうち，キンラン，ヤマユリ，ヤブコウジは，2017 年

から継続的に，ホウチャクソウ，ミヤマナルコユリは 2019 年から継続的に確認されてお

り，マヤラン，オケラは 2022 年に初確認された．特に 2022 年調査では，ホウチャクソウ

の被度・群度が 2・2 と高くなっている．また，レッドリスト掲載種や「自然生態園で重

点的に守りたい種」とされているタマノカンアオイ，ハンショウヅル，キンラン，ヤマユ

リ，マヤランが確認されている． 

北西側斜面では，M5，M6，M7 では，当初からオオブタクサの駆除を行い，オオブタ

クサが減少していた．しかし，経済的理由によって管理が行き届かない時期が続き，アズ

マネザサが繁茂した．2022 年は園路沿いに限ってアズマネザサの刈取等が行われ，園路

沿いの M5 と M7 でアズマネザサの被度・群度の低下（どちらも 2・2）が確認された．一

方で，オオブタクサが回復したとみられ，被度・群度 2・2 であった． 

谷部で継続的に刈取管理を行っている M8 は，ウシハコベ，カナムグラ，ヤブヘビイチ

ゴ，ツボスミレ，アオミズ，ミズヒキ，アカネ等多くの草本植物がまとまって継続的に確

認されている． 

ヨモギ-セイタカアワダチソウ群落は，セイタカアワダチソウ，コセンダングサ，オオ

アレチノギク等の外来種が減少し，2017 年には見られなかったシバが被度・群度 3・3 に

まで増加している． 
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表 6（1） 自然生態園の組成表 
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表 6（2） 自然生態園の組成表 （前項の続き） 
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表 6（3） 自然生態園の組成表 （前項の続き） 

 

iv-3 植物相 

植物相リストを表 7（1）～（4）に示す．2022 年調査では 231 種が確認され，2017～

2022 年の 6 年間で確認された維管束植物の合計は，99 科 342 種となった． 

今回新たに確認された種は，チゴユリ，ネジバナ，オニスゲ，ハイコヌカグサ，アレチ

ギシギシ，ダンドボロギク等，25 種であった．ネジバナやスゲ類，イネ科等は，花や果

実が無ければ識別が困難な種であり，今回開花・結実により新たに確認された．チゴユリ

やミソハギ，タニソバ，イシミカワ等は，花期でなくても確認できるが，これまで調査し

てきた 4 月や 11 月下旬では地上部が枯れていて確認できていなかった可能性がある． 

また，9 月の管理時には，コバノカモメヅルとナンバンギセルの 2 種が新規で確認され

たため，植物相リストに追加した． 

環境省および神奈川県のレッドリストに記載されている種は，コヒロハハナヤスリ（図

13），タマノカンアオイ，シラン（植栽起源の可能性あり），エビネ，キンラン，マヤラン

（図 14），スズサイコが確認されている． 

コヒロハハナヤスリは初確認，マヤランは，5 年前に確認されてから 2 度目の確認であ

る．これらの 2 種は，夏季が調査適期であったため確認されたものと考えられる．マヤラ

ンの確認箇所は刈取管理を行っている尾根のコナラ林であるため，作業時に撹乱しないよ

うにマーキングした（図 15）． 
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スズサイコについては，管理時に刈り取られることを防ぐためにマーキングを行ってお

り，調査時はアブラムシが付いているのが確認されたものの，つぼみが確認できた（図

16）． 

図 13 コヒロハハナヤスリ             図 14 マヤラン 

図 15 マヤランのマーキング            図 16 アブラムシが付いたスズサイコの花序 
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表 7（1） 植物相リスト 
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表 7（2） 植物相リスト（前項の続き） 
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表 7（3） 植物相リスト（前項の続き） 
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表 7（4） 植物相リスト（前項の続き） 
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iv-4 木本の枯れについて 

今回の調査では，これまでに見られなかったいくつかの木本植物の枯れが確認されたた

め，記録しておく． 

近年各地でナラ枯れが拡がっており，黒川農場においてもナラ枯れが確認されている．

自然生態園では南側の尾根でナラ枯れにあったコナラを伐採し，ギャップが形成された

（図 17）．今後の遷移に注意が必要である．アズマネザサやクズが見られることから，選

択的な管理を行わなければ，北西側斜面のように藪化する可能性がある． 

また，斜面下部のコナラ林である M3 では，高木層のミズキの枯死が確認されている．

これについて，ナラ枯れとの関係までは調べ切れていないが，ギャップが形成されること

から多少なりとも植生に影響を及ぼす可能性がある． 

他に，園路沿いの M7 では，植栽されたクコが枯れているのが確認された．これについ

ては，完全に枯死したのか一時的に地上部が枯れたのかは定かではない．原因については

不明である． 

図 17 ナラ枯れによるギャップ 

 

v まとめ 

以下，特に管理方針の検討にかかわると考えられるものを中心に，調査結果のまとめを

記す．まとめは，図 18 に示す植生および管理状況の異なるエリア毎に記す． 
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図 18 植生・管理による自然生態園のエリア区分 
 

【高木林エリア】 

高木林エリアのうち，継続的な下刈を行っている尾根のコナラ林については，低木層の

アズマネザサの生育量が抑制されている（図 19）．また，コドラート内（M1）で，キン

ラン，ヤマユリ，ホウチャクソウ，ヤブコウジといった小型の多年生草本・低木が特徴的

に確認されており，レッドリスト掲載種や「自然生態園で重点的に守りたい種」も多く確

認されている．「自然生態園で重点的に守りたい種」，下刈等の里山管理の指標になる種が

多く選定されている．以上のことから，尾根部は管理の効果が得られている可能性が高い

と言える． 

シラカシ群集については，下刈を実施していないにもかかわらず，林床植生の植被率が

安定しており，常緑広葉樹林で林床に日光が届きにくく，アズマネザサの繁茂が抑制され

ている可能性がある． 

図 19 尾根部の下刈を実施しているコナラ林（左）と下刈を実施していないコナラ林（右）の林床 
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【北西側藪状斜面および谷部】 

北西側斜面のウツギやキブシ，クコ等が植栽されている斜面は，選択的駆除によってオ

オブタクサがかなり減少していたが，草刈が満足に行われていなかったためにアズマネザ

サやクズが繁茂している．そのため，2022 年は園路沿いに限ってではあるが，アズマネ

ザサの刈取を行ったため，園路沿いの M5（ウツギ-クズ群落からアズマネザサ群落に変化

したコドラート）と M7（ウシハコベ-カナムグラ群落からアズマネザサ群落に変化したコ

ドラート）で一時的にアズマネザサの被度・群度が低下した．M5 では，2020 年に 1 度確

認されなくなったウツギが被度・群度 2・2 となっており，今後も園路沿いのアズマネザ

サの刈取が継続できれば，元の多様な種で構成される植生が回復する可能性がある．一方

で，選択的駆除によって減少したと考えられたオオブタクサがある程度まとまって確認さ

れ回復の懸念もあるが，地道な駆除を継続していけばいずれは消滅すると考えられる． 

谷部については，アズマネザサ群落をあえて刈り取らずに残している場所と定期的な草

刈とオオブタクサの選択的駆除によってやや湿った低茎草地であるウシハコベ-カナムグ

ラ群落が維持されている場所がある．ウシハコベ-カナムグラ群落が維持されている場所

は，コドラート調査（M8）において毎年 30 種前後が確認されている．この範囲のように，

林縁生の多年生草本がまとまって生育する場所は他には見られず，管理によって種多様性

が維持されていると考えられる． 

【北側切土法面の落葉広葉樹植栽エリア】 

自然生態園北側の落葉広葉樹植栽地は，植栽されたクリ等の樹高は 2m 以下と低く，確

認種もメリケンカルカヤやススキ，チガヤ，クズ等，乾性草地の種が多い．このエリアは，

植栽後は特に管理を行っていないが，切土法面で土壌が未発達であるため，比較的明るく

乾燥し，土壌養分も少なく，植生の遷移が遅いものと考えられる．また，植生の発達が悪

く，明るい環境が維持されているため，植栽されたクリ等の他，アカマツやイヌシデ，ク

マシデ，イヌコリヤナギ等も侵入・定着しており，現存するシラカシ林やコナラ林とは異

なるタイプの森林の遷移する可能性があると考えられる．ヤクシソウやブタナ，オトギリ

ソウ，チチコグサは遷移で消失した可能性がある． 

【調整池周辺の草刈管理エリア】 

北側の草刈や外来種の選択的駆除を行っているヨモギ-セイタカアワダチソウ群落が大

部分を占める調整池斜面では，チガヤ群落が徐々に面積を広げており，管理の効果が伺え

る．M9 における植生調査では，セイタカアワダチソウ，コセンダングサ，ヒメジョオン

といった外来種が減少し，シバの増加が顕著である．2022 年には草地や明るい林内等に

生育するホタルブクロが確認されており管理の効果である可能性もあるが，被度・群度が

+・1 であるため，今後の推移に着目したい． 

【調整池】 

調整池については，本業務の管理範囲ではなく，特別な管理は実施していない．1 年生

草本群落であるミゾソバ-アメリカセンダングサ群落と多年生草本群落であるヒメガマ群

落の面積はそれぞれ年変動があるが，植生と水域面積で言えば，徐々に植生の面積が増加
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して水域が減少している傾向が見られる． 

vi 今後の課題と展望 

vi-1 管理について 

【下刈・選択的駆除の効果】 

高木林エリアの尾根のコナラ林や谷部の草刈を実施しているエリア，調整池周辺の草刈

管理エリアについては，管理の効果が表れているため現在の管理を継続する． 

また，北西側のウツギ等が植栽された斜面では，アズマネザサが繁茂していたが，園路

沿いの刈取を開始した．園路沿いについては，藪が迫っている印象があると来園者の散策

意欲の低下につながるため，継続的な管理が望まれる．ナラ枯れによってギャップが形成

された箇所も同様である． 

【絶滅危惧種の保護】 

スズサイコについては，2021 年の開花期に園路の草刈によって地上部が確認できなか

った．そのため，マーキングを行い，2022 年はつぼみが確認できた．今回，マヤランも

マーキングを行ったが，個体数の少ないものについては，特別に保護し，ある程度の個体

数が生育するように誘導することを次年度はようすをみながら検討する． 

【ナラ枯れ後のギャップ】 

今回は，ナラ枯れの他にミズキの枯死も確認された．樹木の枯死によって形成されたギ

ャップを放置すると，藪状になることが懸念されるため，刈取や後継樹の育成の検討が必

要となる．後継樹を育成する際，外部から移植する考えもあるが，外来種（植物以外も含

まれる）の持込や遺伝撹乱の問題，経費的な問題があることから，既に自然に定着した個

体を利用することが望ましいと考える．そのため，今後の調査では，樹木が枯死した下の

植生や生育している樹木の稚樹・幼樹の観察も行うことが望ましい． 

vi-2 今後の調査時期について 

これまで，調査は 11 月を基本として実施してきた．植物相については，4 月と 6 月に

も実施して植物相把握の精度向上を図って来た．植生調査についても，秋季の調査結果が

ある程度安定してきたため，2022 年は夏季に変更した．夏季に調査を実施した 2022 年は，

植物相調査で 25 種が新しく確認され，植生調査でもチゴユリやオケラが初めて確認され

た．レッドリスト掲載種では，コヒロハハナヤスリが初めて確認され，スズサイコとマヤ

ランも調査では初めて（これまでは管理時のみ）確認された．今後も新しい調査時期を検

討することで，調査の精度を高めることができると考えられる． 

これまで晩秋のデータはかなり蓄積されてきており，2022 年は夏季に調査したことか

ら，2023 年は春季や初秋に調査を行うことが有効と考えられる． 

（前田瑞貴，大和 量（以上，箱根植木株式会社），倉本（農学科）） 

 

2．販売 

生産温室および生産圃場からの農場生産物は，主に販売委託先である「株式会社明大サ

ポート（以下，明大サポート）」を通して学内外に販売された．2022 年度の販売額は
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11,928,285 円で，前年度対比 101％であった． 

学内は，コロナ禍前の 2019 年度までは，各キャンパス内にある明大サポートの店舗へ

週 2 回（生田は毎週，他 3 キャンパスは隔週）出荷していたもののコロナ禍で一時すべて

閉店となった．2021 年 4 月より営業再開となったが，毎週の野菜販売に関しては，明大

サポート側の希望により週 1 回生田のみでの販売継続となった．学内イベントでは，駿河

台キャンパスで行われた 10 月のホームカミングデー，11 月の父母交流会にて 3 年ぶりの

販売となり好評だった． 

販売先別の割合は，学内キャンパスは販売額 259.0 万円で全体の 21.7％（前年度対比

+1.2）,JA 直売所（JA セレサ川崎のセレサモス（麻生区黒川の麻生店および宮前区宮崎の

宮前店の 2 店））が 420.0 万円で 35.2％（同▲2.2）,仲卸が 338.7 万円で 28.4％（同+3.0）

だった． 

農場直売分は 124.0 万円で全体の 10.4％であった． 

学内キャンパス販売（生田分）について，前年度に引き続き新型コロナウイルス感染症

に係る入構制限措置のため近隣住民など一般客への販売はできないままであったが，年間

販売額は過去最高額を更新した．前年に引き続き，教職員のリピーターの方，学生の購入，

販売前日のチラシのメール配信による周知継続，売上増の要因と考えられる． 

また，生田キャンパスでは食堂にて学生向け無料ランチが 2 回あり，農場からも野菜を

出荷した．1 回目は 6 月下旬から 7 月初旬で，ジャガイモ，ナス，ピーマンなど 5 品目を

出荷し夏野菜カレーやビビンバが提供された．2 回目は 12 月初旬で，ダイコンとネギを

出荷し，ふろふき大根やお吸い物に使用され，どれも大変好評だった． 

農場直売では，農場正門前（無人販売）での販売額が全体の 43％を占めた．2020 年 7

月より開始し 3 年目となり，毎週販売時間前から行列ができている．1 品目ごとの販売額

では，A2 温室のミニトマトがダントツトップ，次のイチゴも人気を博している．１品目

ごとの販売数では，通年栽培の A1 温室のサラダホウレンソウが年間約 470 袋で最多とな

った．有機圃場栽培の野菜は，年間を通して約 40 品目販売し，旬の野菜を楽しみにして

いるリピーターも多い． 

注文販売は，今年度も明大サポートホームページのネットショッピングサイトで申込受

付を行った．毎年恒例の「ジャガイモ」や「イチゴ」の他，「秋のおいもセット」は，栽

培方法や品種の違いの食べ比べを楽しんで頂けるよう無農薬・無化学肥料栽培，自然栽培，

慣行栽培の詰め合わせとなっており好評を得た．3 つの商品はすべて前年を上回る販売数，

販売金額となり，直近 5 年間の中で販売総額は過去最高を記録した．中でも「イチゴ」の

販売額は 5 年連続右肩上がりで，今年度は 2018 年度の約 3 倍になった．リピーターの方，

複数の送り先への注文も多く見られた． 

販売実績は次のとおりであった．（石川） 
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3．その他 

明治大学オリジナル芋焼酎「黒川農場」について 

農場実習などで生産したサツマイモ（ベニアズマとコガネセンガン）を使用したオリジ

ナル芋焼酎「黒川農場」は農学部学術教育振興資金への寄付の返礼品として，また，多く

の場面で黒川農場の取組みを紹介する広報ツールとして使用された．本格焼酎「黒川農

場」は 2017 年度の農場実習などで栽培，収穫したサツマイモを原料とし，醸造は，鹿児

島県南九州市にある株式会社尾込商店の協力を得て完成した．アルコール度数は 36％の

本格芋焼酎である．2023 年度も引続き，農学部学術教育振興資金への寄付に対する返礼

販売先別の売上額（円）

年度 2022/2021

販売先 （％）

生田 2,511,600 2,422,220 104

中野 0 0 0

和泉 0 0 0

駿河台 79,280 0 0

2,590,880 2,422,220 107

セレサモス麻生 2,429,835 2,456,375 99

セレサモス宮前 1,770,405 1,960,465 90

4,200,240 4,416,840 95

3,387,475 3,004,875 113

509,500 428,860 119

1,240,190 1,545,950 80

11,928,285 11,818,745 101

仲卸

イベント販売

農場直売

合計

　※イベント販売：注文販売含む

小計

2022 2021

キ

ャ
ン
パ
ス

小計

J
A

年度 2022/2021

区画 （％）

A-1 8,125,845 7,959,605 102

A-2 968,350 921,470 105

A-3 111,200 358,000 31

B 471,650 532,650 89

大圃場・中圃場 864,600 649,950 133

有機・アカデミー圃場 1,283,240 1,288,470 100

103,400 108,600 95

合計 11,928,285 11,818,745 101

その他

温室及び圃場別の売上額（円）

2022 2021

温
室

圃
場
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品や黒川農場の取組みを紹介するツールなどとして活用する予定である．ポスターは末尾

掲載．（西尾） 
 

農学部学術教育振興資金への募金に御賛同いただける方は，以下の URL を御参照くださ

い． 

URL：https://www.meiji.ac.jp/agri/giving/ 

 

VI 大学附属農場協議会等への参加 

2022 年 5 月 13 日（金） 2022 年度 全国大学附属農場協議会 春季全国協議会 

オンライン協議  参加者：元木，松尾 

 

2022 年 8 月 26 日（金） 2022 年度 関東・甲信越地域大学農場協議会総会         

オンライン協議  参加者：元木，伊藤 
 
2022 年 8 月 26 日（金） 2022 年度 関東・甲信越地域大学農場協議会 第 1 回役員会     

オンライン審議  参加者：伊藤 

 

2022 年 9 月 15 日（木） 2022 年度 全国大学附属農場協議会 秋季全国協議会          

オンライン開催  参加者：元木，伊藤，岩崎，松尾 

 
2023 年 3 月 8 日（水） 2022 年度 関東・甲信越地域大学農場協議会 第 2 回役員会     

オンライン審議  参加者：伊藤 
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VII 特集 
VII-1．前農場長退職にともなう桜苗木の寄贈によせて 

「桜に込める農場への思い」          （前農場長・名誉教授 針谷敏夫） 

 

黒川農場は農学部の附属農場と思われがちですが，大学の規定では大学直属の附属機関

として設置されています（事務は農学部事務室が担当）．私が農学部長時代，さまざまな

理由により農学部長が農場長を兼務することが良いのではないかとの考えがあり，農場長

を務めさせていただきました．この間ほぼ毎週農場に出向き，生田とは違った空気に触れ，

農場教職員の協力のもと第 2 の職場のように居心地良く過ごさせていただきました．農

場は周囲を雑木林に囲まれ自然豊かな環境ですが，なんとなく殺風景な感じでもあったこ

とから，退職にあたり毎年花見に出かけられたらいいなとの思いから桜を植樹させていた

だきました．今後農場の発展と共に大きく成長し，農場のシンボルツリーとなることを願

っています． 
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VII-2．東京都教育委員会主催事業 
得意な才能を伸ばす教育スタートアップ事業 

（特任教授 徳田安伸，客員教授 齋藤義弘） 
 

1．目的 
 理数分野に得意な才能をもつ生徒に対する高度な理数分野の教育プログラムを構築する

とともに，生徒一人一人の理数分野の才能を伸長し，世界を牽引するトップ層の科学者・

研究者の育成を目指す． 
 
2．対象 
全都立高等学校 1 学年および中等教育学校 4 学年に在籍する生徒 25 名（1・2 学年の 2

年間実施） 
 

3．内容 

（1）科学者や研究者の指導による課題研究プログラム 
（2）講演プログラム 
（3）研究機関探訪プログラム 
（4）生徒一人 1 台端末を活用したオンライン学習 
 
4．明治大学黒川農場で実施したプログラム 
 東京都教育委員会から本学黒川農場に，上記「3．内容（1）科学者や研究者の指導によ

る課題研究プログラム」の実施について依頼があり，生徒 2 名に下表のとおり実施した． 

 時 程 内 容 会 場 担 当 
 

12 
月 
26 
日 

（月） 

9:20～ 9:30 開会式 農場長挨拶 教室 元木農場長 
9:30～10:00 講義 大学および農場紹介，農学の学び 教室 元木農場長 

10:00～10:30 講義 植物栽培の原理，水耕栽培 教室 川岸特任教授 

10:30～12:00 実習 
セル成型苗生産（用土詰め，播

種，覆土，灌水），水耕栽培（定

植・収穫），農場見学 

A1 温室 
他 

川岸特任教授 
吉野技能嘱託職

員 

12:45～15:45 実習 食品加工実習（園芸・穀類加工） 加工室 
德田特任教授 
岩崎ゼミ学生 

15:45～16:30 ワーク 大学生との課題研究活動 教室 岩崎ゼミ学生 
16:30～16:40 諸連絡 諸連絡 教室  

 
12 
月 
27 
日 

（火） 

9:20～ 9:30 諸連絡 諸連絡 教室  
9:30～ 9:45 講義 本学における研究活動紹介① 教室 武田特任准教授 
9:45～10:00 講義 本学における研究活動紹介② 教室 岩崎専任教授 

10:00～12:00 
実験 植物体内のＣ/Ｎバランスの分析 分析室 

岩崎専任教授 
岩崎ゼミ学生 12:45～15:15 

15:15～15:50 まとめ 課題研究発表会に向けて 教室 
岩崎専任教授 
岩崎ゼミ学生 
関係教授 

15:50～16:00 諸連絡 諸連絡 教室  
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大学および農場紹介・農学の学び   セル苗（ホウレンソウ）定植    ジャムの製造 

    
植物体内のＣ/Ｎバランスの分析（写真左・中）     課題研究発表会に向けて 

 
 5．課題研究発表会 

（期日：2023 年 1 月 8 日（日），会場：御茶ノ水ソラシティカンファレンスセンター） 

 次の 6 つの班が研究発表を行い，各大学の担当教員から講評をいただいた． 

（１） 東京農工大学（動物行動学）生徒 3 名 

（２） 東京農工大学（生体医用工学）生徒 4
名 

（３） 東京都立大学（生物学）生徒 5 名 
（４） 電気通信大学（脳科学）生徒 8 名 
（５） 電気通信大学（機械工学）生徒 3 名 
（６） 明治大学（農学）生徒 2 名 

図 発表内容（発表要旨から抜粋） 
6．生徒の感想 
【生徒 A】自分の知りたいことを突き詰められそうな大学という場所への憧れが強まり

ました．「大学では自分でテーマや方法を決めてそれぞれ研究を行う．」とのことだったの

で，日ごろから小さな疑問でもどうしたら解明できるかを考えるようにしようと思います． 
 【生徒 B】この 2 日間とても貴重な経験になりました．高校では体験できない実験など

色々なことを経験でき，大学生や先生方と交流し明治大学での活動など様々なことを知る

ことができて自分の未来が少し広がりました．今後またこのような機会がありましたらよ

ろしくお願いします．  
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VII-3．農場関連論文梗概 
虫穴を考慮したナラ枯れ被害木の製作実験を通した建築板材としての活用方法の提案 

（2022 年度理工学研究科修士論文 構法計画研究室 杉野喬生） 

 

1． はじめに 

1.1 研究背景 

 近年カシナガ注 1）がコナラなどのブナ科の樹木に病原菌を伝播させることで発生する

「ブナ科樹木萎凋病」，通称「ナラ枯れ」が全国で猛威を奮っている．林野庁の調査によ

ると，全国のナラ枯れ被害は 2010 年にピークを迎え，その後減少したが，近年その被害

は拡大傾向にある 1）．ナラ枯れが発生した要因として，生活様式や産業構造の変化に伴う

中間地域での木材利用の減少による広葉樹林の大径化が挙げられる．被害は林全体に蔓延

するまで拡大するため，多数の広葉樹が枯死に至ることがある．対策としては，枯死木自

体の伐採と，里山整備の一環としてのナラ大径木の伐採が有効である．しかし，伐採して

も適切に処理されることなく，林内に放置されることで翌年度のカシナガ繁殖の温床にな

ることが問題となっている．そのため，伐採後の活用方法を見出すことが今後のナラ枯れ

被害を抑制するために必要である．伐採後の適切な処理方法の 1 つに，被害木を粉砕する

ことが挙げられる．これは，被害木内でカシナガが繁殖しづらくなるためで，薪や薄板な

どの割材にし，家具・建築用材として利用することも同様に有効であると考えられている

2），3）．一方，広葉樹であるコナラは，材の性質上，長尺の材が取りづらく注 2），またナラ

枯れ被害にあった木（以下ナラ枯れ被害木と略す）は，写真 1 のようにナラ枯れによる虫

穴や変色注 3）が見ら

れるため，虫穴を有

する中尺や短尺材の

利用方法を考えるこ

とが，ナラ枯れ被害

木を用材として活用

するための課題であ

る． 

1.2 既往研究 

 ナラ枯れ枯死木の用材利用研究には，農林研究の分野において床仕上げ材としての可能

性を探った山口ら（2018）4），製材用途としての加工方法に言及した冨田ら（2016）5）が

ある．冨田らでは，床仕上げ材として利用するにあたり，虫穴は強度低下に関係がないこ

と，良材率は健常なナラと比較して 5 割程度になることが明らかにされている．一方で，

既往研究では，板取りと虫穴の分布の関係に関する言及はないが，採取できる板材の大き

さと虫穴の分布は，ナラ枯れ被害木の材料特性として重要であり，ナラ枯れの防除対策と

しての有効な板材の生産に繋げるためにも研究が必要である． 

写真 1 ナラ枯れ被害木の薪割材 
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1.3 研究の目的 

 以上の背景より，本研究は，ナラ枯れ被害木を虫穴を残す場合と残さない場合に分け

た上で，薄板として利用する方法を独自に考える．板取りの方法と虫穴の表われ方を分

析し，獲得できる板材の種類を明らかにする．その上で，板材及び板材を活用した内装

の製作実験を行い，ナラ枯れ被害木を板材として利用することの有効性と課題を明らか

にすることを目的とする． 

 

2． 虫穴の有無を考慮した板取り方法の評価 

2.1 製材試験 

 試験材料は，神

奈川県川崎市麻生

区で 2022 年 1 月

25 日に伐採された

ナラ枯れ被害木 3

本とした．製材試

験は，産地でも比

較的容易に切断可

能な 20mm，30mm，

40mm の 3 種類の

厚みとした上で，

だら挽きにより行

っ た． 試験 は，

2022 年 1 月 26 日

に東京都町田市の

o 製材所で行った．

製材した板は，各

原木ごとに端部を

除去した上で，外

側の板から順番に

板 番 号 を与 えた

（図 1）．その後，

虫穴を計測するた

め製材した 27 枚の

板材の状態を写真

と 3D スキャンで

記録した． 

図 1 各原木の板番号の付け方 

図 2 虫穴計測試験の方法 

図 3 虫穴の有無を考慮した板取試験の方法 
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2.2 虫穴の計測試験 

 製材試験で記録し

た板材のスキャンデ

ータを基に，各板材

を 1cm2 のメッシュ

に分割し，その中に

含まれる虫穴を数え，

面積当たりの虫穴の

個数と位置を計測し

た（図 2）． 

2.3 虫穴の有無を

考慮した板取り試

験シミュレーショ

ン 

板取り試験では，

2.2 で設定したメッ

シュを基に，製材し

た板 1 枚から取れる

矩形の板の大きさを

シミュレーションに

より計測した．板取

り幅は定めず，最小

長さについては，虫

穴を許容する場合は

900mm ，虫穴を許

容 し な い 場 合 は

300mm とし，試験

を行った（図 3）．

節や大きな割れは避

け，900mm 以上の

板が記録できない場

合，取得できる最大

長さを記録した． 

2.4 虫穴の計測試

験の結果 

 40mm 厚の板の

表 1 各原木の板ごとの 1 メッシュ当たりの虫穴個数の統計値 

図 5 各原木の板ごとの面積当たりの虫穴個数 

図 4 40mm 厚の板の虫穴分布 
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虫穴分布を図 4 に示す．表 1 に示した虫穴個数の分散に着目すると，板 1 のような樹木

表面側の板の場合は，虫穴が全体に広がり個数が多く，板 3 のような芯側の板の場合は，

虫穴の分散が大きく個数は少ない傾向にある．板の厚さが異なる場合でも同様のことが

確認できた（図 5）．これは，カシナガの侵入が木の柔らかい辺材部分に集中するためだ

と考えられる． 

2.5 虫穴の有無を考慮した板取り試験シミュレーションの結果 

 2.3 の方法で取れ

る板の面積の総和

を，板番号別に示

す（図 6）．虫穴の

計測試験と 2.3 の

板取り試験結果を

比較すると（表 2），

虫穴数の分散が小

さい原木の方が，

虫穴の無い板が取

りやすい結果とな

った．故に，虫穴

の分散は，板取り

のしやすさの指標

の 1 つになると言

える．次に，各原

木から取得できた

矩形の板の幅と長

さの関係を虫穴を

含む板の場合と含

まない板の場合に

分けた上で，図 7

に示す．虫穴を許

容する板取りの場

合，各原木ごとで

取得できる幅と長

さにばらつきが見

られた．板によっては，長さ 900mm の矩形の板が取れない場合もあった．対して，虫穴

を許容しない板取りでは，板幅にはばらつきが見られる一方で，板長さは，500mm 前後

の短尺材が多くなることがわかった．虫穴を許容して取った板のばらつきの原因は，曲

図 6 虫穴を許容する場合と許容しない場合の板取り面積の総和の比較 

表 2 虫穴の個数と取得できた板の大きさの比較 

図 7 各原木ごとで板取りできた矩形の板の幅と長さの関係 
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がりや大きな割れ

が原木に見られ，

2.3 の板取り方法で

は，板取りできな

い部分が生じたためである．表 3 に 2.2 の試験で板取りできた矩形の板の統計値を示す．

虫穴の無い板が最も多く取れたのは，30mm 厚の板だった．一方で，歩留りを求めると，

40mm 厚の板が最も高いことがわかった．40mm 厚の板は，20mm，30mm 厚の板と比較

して通直だったため，幅と長さの大きな板を取りやすかったと考えられる．より歩留り

を高めるためには，板取り方法をさらに工夫する必要がある． 

 

3． 板取り寸法を考慮した板取り方法の評価 

次に，虫穴許容

の有無，板幅，板

長さ，板取り開始

位置を変えた複数

の板取り方法の有効

性を比較する（表

4）．以降では，2.3

の板取り方法をaと

し，それに加えてb

〜 jの板取りについ

て述べる．b〜iの板

取り方法で取れる矩

形の板をシミュレー

ションにより計測し，

虫穴の分布と板取り

方法を比較した．こ

こでは，前章で虫穴

を含まない矩形の板

が最も多く取れた

30mm厚の板を対象

とした． 

3.1 板幅を規定し

た板取り試験 

板幅を変化させる

ことで，板の曲がりや割れに対応しやすくなり，板取り面積を増加させられる場合がある

表 3 虫穴を考慮し板取りした矩形の板の面積と長さと幅の比較 

表 4 各板取り方法の分類 

図 8 板幅を規定した板取り試験の方法 

図 9 板幅を規定した板取り方法の板長さ別の面積総和の比較 
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と考えられる．そのため，板取り方法 b〜e では，既存のナラの無垢の床仕上げ材を参考

に注 4），板幅を 30mm，60mm，90mm，120mm とし，以上の板幅で板を分割した（図 8）．

板取りする板長さは a と同じ方法とした．板取りの基準線は，虫穴を許容する場合の a と

同様の方法で開始位置を定めた． 

3.2 板幅を規定した板取り試験の結果 

 b〜e の板取り方法で取得できた矩形の板の面積を，虫穴の有無と板の長さ別に，図 9

に示す．結果，虫穴を許容する場合と許容しない場合いずれについても，板幅の狭い板

取りの方が取得できる板の面積が大きくなり，長さ 1800mm 以上の長い板の割合が増加

した． b〜e の方法で取得できる板の面積と長さを表 5 で比較する．板幅を狭くすると，

1 枚の板から虫穴

を含まない矩形の

板が多く取れ，歩

留りが向上するこ

とがわかった．故

に，虫穴を含まな

い板を多く取得し

たい場合は，板幅

を狭くすることが

有効である．一方

で，取得できる板

長さについては，

板取り幅で顕著な

差は見られない． 

3.3 板長さを規定

した板取り試験 

 取得できた板を

用いた製作につい

て考えると，板長

さにも何らかのル

ールを策定した方

が利用しやすくな

る可能性がある．

そこで，虫穴を許

容せず，板長さを

規定した板取り方

法 f〜i を検証する

（図 10）．板幅を b

表 5 板幅を規定して板取りした矩形の板の面積と長さの比較 

図 10 板幅を規定して板取りした矩形の板の面積と長さの比較 

表 6 板長さを規定した板取り方法の板の面積と長さの比較 

図 11 板長さを規定した板取り長さの構成比の比較 
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〜e と同様に 30mm，60mm，90mm，120mm とした上で，板幅を板長さのモジュールと

した．板取り開始位置は a と同様の方法で決め，そこから規定した各板幅のグリッドで

板取りした． 

3.4 板長さを規定した板取り試験の結果 

 板長さを規定した板取り方法それぞれについて，取得できる板の面積と板長さを表6で

比較する．3.2の結果同様に，板幅の狭い方法ほど板取り面積が大きくなり，歩留りが向上

した．一方で，板長さの平均値は，幅の広い板の方が長くなることがわかった．次に，各

板取り方法で取得できる板の長さの分布を図11に示す．どの板取り方法でも，長さ100mm

から600mm前後の短尺の板の占める割合が高くなる．iの方法では，900mm以上の板を取る

ことができなかった．それに対して，板幅の狭い方法の場合では，1200mm以上の長い板

が多く取れる傾向にある．次に，3.3で計測した板の面積の総和を板番号ごとに示す（図

12）．板幅が大きい

方法の場合は，虫穴

個数の多い外側の板

からは矩形の板が全

く取れない場合もあ

る．板幅を小さくし

た場合，板1のよう

に外側の板からも板

を取れることがわか

った．また，板5の

ように，モジュール

によっては，長い板

の割合が増加する場

合もある． 

3.5 被害木の板取り方法に関する小結 

 2に示した製材試

験と虫穴の計測結果

から，望ましい製材

方法を考える（図

13）．原木を板目材

として製材する場合，

虫穴は樹木表面側の

板に分布することが

わかった．そのため，

原木の端部を厚く，内側を薄く挽くなど製材方法を工夫すると，虫穴を許容しない板の獲

得面積を増やせる可能性がある．製材方法に関する今後の課題は，柾目材に製材したとき

図 13 結果を踏まえた製材方法の提案と課題 

図 12 板長さを規定した板取り方法の板ごとの面積総和の比較 
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に取得できる板の長さと面積，虫穴の分布の関係性を明らかにし，板目材と比較すること

である．次に，2と3の板取り試験の結果をまとめる．どの板取り方法の場合でも，虫穴を

含む矩形の板を取る場合は，中尺材が多くなる．対して，虫穴を含まない板を取る場合は，

短尺材が多くなる傾向にあった．2.3に示した板取り方法では，虫穴を許容しない場合は取

得できる板の大きさがある程度一定する．一方で，虫穴を許容する場合は，板の節や割れ

といった板の状態に取得できる板の大きさが左右される．3.1に示した板取方法では，幅

30mmや幅60mmの狭い板幅で板を取ると板の割れや曲がりへの対応が容易となり，多くの

板を取ることができる．3.3に示した板取り方法では，モジュールを設定し，製材した板を

細かく分割することで，虫穴の多い板でも虫穴を含まない板を取れる可能性がある．以上

を踏まえ，虫穴を考慮した板取り方法を提案する（図14）．虫穴が板全体に分布する場合，

歩留りを向上させるため，モジュールを決めて板を取るのが有効である．一方，虫穴の分

布に偏りがある板の場合は，板幅を定めた上で，板取りする板長さを可能な限り長くする

ことが有効である．虫穴を許容しない場合に取得できる板は，虫穴を許容する場合に比べ

て幅と長さが短尺となるため，家具や内装として利用する際の手間が増加すると考えられ

る．そのため，家具

や床板に利用する際

は，虫穴を許容しな

い場合の製作方法も

合わせて検討する必

要がある． 

 

4.  ナラ枯れ被害木の板の製作実験 

 以降では，板取り方法j により行った実際の板取りと，床板の製作実験について述べる．

加工は丸鋸を利用し，筆者自身で行った．この板取りでは，40mm厚の板4と板5の2 枚を利

用した．また，床板の製作実験では20mm厚さの板を用いた． 

4.1 シミュレーショ

ンでの板取りと実際

の板取りの比較 

 この板取り方法 j 

では，2.3に示した方

法で開始位置を基準

点oに定め，幅90mm

で取れる最大長さを，

虫穴を許容する場合

と許容しない場合に

分けて計測した（図

15）． 

図 14 虫穴の分布を考慮した板取り方法の提案 

図 15 板取り方法 j を利用した板 4 と板 5 の記録 
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4.2 床板の製作・施工実験 

 実験は，2022年10

月29日から3日間かけ

て行い，既存の室内

の一部に床板を増張

りした（図16）．実

験エリアでは，床板

に利用する板の寸法

を記録し，設定した

レイアウトエリアで

の床板の施工作業を

計測した．表7に，レ

イアウトエリアに施

工した板の種類を示

す． 

4.3 シミュレーショ

ンでの板取りと実際

の板取りの比較結果 

シミュレーションで

の板取りと，実際の

板取りでの面積と長

さの比較を示す（図

17）．板4では，虫穴

を許容しない板を取

る場合の歩留りが5割

程に減少した．対し

て，板5は，虫穴の有

無に関わらず，9割の

歩留りだった．歩留

りに差が生まれた原

因は，板4では歪みが

生じていたためだと

考えられる．また，

長さ100mm未満の板の割合が減少したが，これは丸鋸での加工では細かい板の製作が困難

だったためである．虫穴を許容しない場合に限り，板取り方法a，d，hとの比較を行った

（表8）．シミュレーションから，板取り方法j は，比較的長い板が取れるだけでなく，板

の獲得量を増やせることがわかっていたが，実際の加工でも同様のことが確認できた． 

表 7 レイアウトエリアで実験する板の種類 

表 8 虫穴を許容しない場合の他の板取方法と実際の板取りの比較 

図 17 板取りシミュレーションと実際の加工の面積と長さの比較 

図 16 レイアウトエリアの板の寸法を記録した実験エリアの平面図 
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4.4 床板の製作・施工実験の結果 

 実験エリアで利用

した板の面積を，板

幅と虫穴の有無，板

長さに分けて図18 に

示した．虫穴を含ん

だ幅90mmの板の面

積が最も多く，次に

多い虫穴を含まない

幅90mmの板の面積

の3倍以上となった．

板の長さ別に見ると，

虫穴を含んだ板は，

幅に関わらず，長さ

300mm以上の板の割

合が大きく，特に長

さ900mm以上の板を

多く取ることができ

る．対して，虫穴を

含まない板は，長さ

100mm以上300mm未

満の短尺材しか取る

ことができなかった．

次に，レイアウトエ

リアの床板の施工記

録を表9に示す．列A，

列C，列Gの施工時間

は，他の列に比べて

長くなった．列Aは，

板長さが200mm未満

と短く，板の枚数が

多いため，時間を要

した．列Cは，板長

さ 2012mmの長い板

で，乾燥による歪み

が見られ，板をカッ

トし，不陸を調整する必要があった．列Gは，幅，長さともに乱尺の板で，90mmの幅に合

図 19 施工で板に再加工した後のレイアウトエリアの平面図 

写真 2 施工前後の実験エリアの写真 

表 9 レイアウトエリアの床板の施工記録 

図 18 板幅と虫穴の有無で分けた実験エリアの板の長さ別の面積 
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わせ，板の幅と長さを調節する必要があった．施工に際して板に再加工を加えたことによ

るレイアウトエリアの変化後の平面図を図19に示した．長い板や幅が乱尺の板は，施工手

間がかかるだけでなく，材料効率が悪いことがわかった．実験エリアの施工前後の床の変

化を写真2で記録した． 

4.5 製作実験後の被害木の床板利用に関する考察 

 施工後，虫穴を有

する板の活用方法と

して，虫穴を目立た

なくさせることを検

討した．虫穴を含ん

だ床板部分に塗料を

塗布し，施工時と塗

料を塗布した後の床

板の変化を記録した

（写真3）．塗料は，

その後の塗り直しを

考慮し，市販のオイ

ルステインを利用し

た．研磨を行った上

で2度塗りしたとこ

ろ，木目やナラ枯れ

による変色がはっき

りと表れ，虫穴が目

立たなくなった．ま

た，建築学科の学生12人を対象に今回製作した床板の気になる箇所（虫穴，変色，割れ，

節，隙間・歪み，乱尺）に関して5段階評価の回答を得た（図20）．アンケート結果から，

虫穴や変色に対する印象よりも，床板としての板の精度や機能性に対する評価が低い結果

となった．被害木の板材を床板に利用する場合，板の矩を出すことや幅を揃えること，歪

みを抑えることで品質を向上させる必要がある．今回品質が低下した原因は，板が天然乾

燥であったことと，歪んだ板を非熟練者が切断したことである．そのため，製材した板を

人工乾燥させることや，帯鋸など直線状に切断する事に適した工具を使用することで解決

できる可能性がある．一方で，被害地域によっては，設備が不十分なことが考えられる．

そのため，場合によっては歪みや反りも被害木の特徴の1つとして意匠的に活かす検討を

する必要がある． 

4.6 床板の製作実験によるナラ枯れ被害木使用量の算出 

 最後に，今回の床板としての利用面積を，幅90mmの各板取り方法の板面積の総和と比

較した（表10）．今回の床板製作では，虫穴を含む板と含まない板の両方を利用した．実

図 20 床板の印象に関するアンケートの結果 

写真 3 塗料塗布による床板の印象変化 
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験面積4.26 m2に対して，床板として利用した板面積の総和は4.17m2だった．今回の実験エ

リアでの床板として

の 利 用 面 積 は ，

20mmに製材した場

合のナラ枯れ被害木

1 本分相当になる．虫穴を許容しない板のみを利用し，同じ面積に床板を張る場合は，さ

らに多くのナラ枯れ被害木を利用することになる．よって，ナラ枯れ被害木を板材として

製材し，活用することはナラ枯れ被害木を消費することに繋がり，薪に代わる被害木の利

用方法になりえる． 

 

5.  被害地域でのナラ枯れ被害木の板材生産に向けた考察   

 試験対象地域内で

板材を生産すること

について考察する．

図21は，試験対象の

利用スケジュールを

推奨される伐採時期

と合わせて記録した

ものである注 5）．カ

シナガの繁殖時期を

避けるため，冬季に

伐採・製材すること

が望ましい．床板利

用した板の乾燥期間

は約9ヶ月間だった．

今後は含水率を測定

し，より適切な利用

時期を探る必要があ

る．対象地域で考え

られる木材の加工形

状を比較すると（表

11），矩形の板材を加工するには，必要な工具を整備する必要がある．一方で，輪切りの

板や耳付きの板は，チェンソーで製材することが可能なため（写真4），まずは耳付きの

板を製材しやすい環境を整えた上で，継続的に活用する仕組みを考える必要がある． 

 

6.  結論 

 本研究では，ナラ枯れ被害木を虫穴を残す場合と残さない場合に分け，薄板として利用

図 21 ナラ枯れ被害木の利用スケジュール 

表 11 試験対象地で考えられる木材の加工形状 

写真 4 試験対象地での製材記録 

表 10 床板での利用と幅 90mm の各板取り方法の板面積総和の比較 
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する方法を独自に検討した．まず，虫穴の計測試験と虫穴を考慮した板取り試験で，虫穴

の分散が板取りのしやすさの指標の1つになることを明らかにした．次に，複数の板取り

試験を行い，板取り方法ごとで取得できる板の種類を明らかにした上で，虫穴の分布を考

慮した板取り方法の提案をした．その後，実際の板取りと床板の製作実験を通して虫穴以

外の課題点を言及し，床板での使用面積からナラ枯れ被害木の使用量を算出し，板材とし

て活用することがナラ枯れ被害木の消費に繋がることを示した． 

 

7.  課題と展望 

 ナラ枯れの被害状況は，地域ごとに異なるため，虫穴や変色だけでなく，反りや歪みも

考慮して板の活用方法を具体的に検討する必要がある．今後は，虫穴を含めた板と含めな

い板の腐朽速度の違いや強度，乾燥による変形について試験を行うとともに，実際に板と

して生産した時の課題点も把握する必要がある．その上で，被害木独自の家具や建築への

利用方法を設計し，被害木の利用方法を継続的に考えることが課題である．今回の製作実

験を通して有効な床板の利用方法が2つ考えられる．1つ目は，板幅や板長さを規定した板

を利用することである．幅や長さを統一すると，虫穴を含む板と虫穴を含まない板を組み

合わせて使いやすい．一方で，統一性が生まれるため，虫穴の有無が強調される可能性が

ある．その場合，虫穴をパテ埋めで隠したり，逆に，虫穴を意匠的に扱う工夫が必要とな

る．2つ目は，板幅や板長さが不揃いな板を利用することである．板が乱尺に配置され，

虫穴が目立たない可能性がある．一方で，長さを揃えた板よりも施工が難しくなると考え

られる．今後は，考察した床板の製作実験を行い，実現させるための課題を把握する． 

 

8.  謝辞 

 今回の研究にあたっては明治大学黒川農場にナラ枯れ枯死木を提供して頂きました．職

員の小泉寛明氏には，ナラ枯れ枯死木の伐採と製材所へ運搬する際の補助をして頂きまし

た．ここに感謝の意を表します． 
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岐阜県森林研究所研究報告．46号，7-13頁，2017 年3月． 

注釈 

注1）カシノナガキクイムシの略称．東南アジアに広く分布している体長4mm前後の細長い甲

虫． 

注2）一般的に，広葉樹であるコナラは，曲がりが大きく，製材による反りや変形も大きいこと

から大径木であっても長尺の材料が取りづらい． 

注3）感染した木は，辺材部分にカシナガの侵入による虫穴が生じるときに，通水機能が停止し

たことによって変色が生じる． 

注4）板取り試験で記録する板幅は，ナラの無垢フローリングを販売しているサイトを基に設定

を行った．：無垢フローリングドットコム, オーク商品一覧,https://www.muku-flooring.com/，

2022年12月26日閲覧． 

注5）基準として定めたスケジュールは，岐阜県森林研究所の薪利用スケジュール2）を参照し，

作成を行った． 

  

https://www.muku-flooring.com/
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VIII 資料 

 

1．明治大学農場規程 

 

2011 年 4 月 20 日制定 

  2011 年度規程第 2 号  

（趣旨） 

第1条 この規程は，明治大学学則第64条第2項の規定に基づき，明治大学農場（以下

「農場」という。）の組織及び運営に関し，必要な事項を定めるものとする。 

（名称及び所在地） 

第2条 農場の名称は，黒川農場とし，所在地は，神奈川県川崎市麻生区黒川字明坪2060

番1とする。 

（目的） 

第3条 農場は，農場に関する実習その他の学生教育を行い，農場を活用した研究の推進

を図るとともに，その成果を社会に還元することを目的とする。 

（事業） 

第4条 農場は，前条の目的を達成するため，次に掲げる事業を行う。 

（1） 学生を対象とする農場に関する実習 

（2） 農場を拠点とするその他の学生教育 

（3） 農場を活用した研究 

（4） 社会人を対象とした農業講座等の社会人教育 

（5） 農産物の生産及びそれに付帯する事業 

（6） 地域連携，地域交流及び農業相談 

（7） その他農場の目的達成に必要な事業 

（構成教員） 

第5条 農場に，教員を置くことができる。 

（組織） 

第6条 農場は，次に掲げる者をもって組織する。 

（1） 農場長 

（2） 副農場長 

（3） 前条に規定する教員 

（4） 事務職員及び校務職員 

（農場長） 

第7条 農場長は，学長の命を受け農場の業務を統括し，農場を代表する。 

2 農場長は，専任教授又は専任准教授のうちから学長が推薦し，理事会が任命する。 

3 農場長の任期は，2年とする。ただし，任期途中に交代する場合は，前任者の残任期間

とする。 
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4 農場長は，再任されることができる。 

（副農場長） 

第8条 副農場長は農場長を補佐し，農場長に事故あるときはその職務を代行する。 

2 副農場長は，専任教員及び特任教員のうちから農場長が推薦し，学長が任命する。 

3 前条第3項及び第4項の規定は，副農場長の任期及び再任について準用する。 

（農場運営委員会） 

第9条 農場の運営に関する重要事項を審議するため農場運営委員会（以下「委員会」と

いう。）を置く。 

2 委員会は，次に掲げる委員をもって構成する。 

（1） 農場長及び副農場長 

（2） 農学部長 

（3） 学長が指名する専任教員2名 

（4） 農学部長が指名する農学部専任教員3名 

（5） 農場長が指名する第5条に規定する教員1名 

（6） 教務事務部農学部事務長 

3 委員の任期は，職務上運営委員となる者を除き，2年とする。ただし，任期途中に交代

する場合は，前任者の残任期間とする。 

4 委員は，再任されることができる。 

（委員長及び副委員長） 

第10条 委員会に，委員長及び副委員長各1名を置く。 

2 委員長及び副委員長は，委員の互選により選任する。 

3 委員長は，委員会の議長となり会務を総理する。 

4 副委員長は，委員長を補佐し，委員長に事故あるときは，その職務を代行する。 

（会議） 

第11条 委員会は，委員長が招集する。 

2 委員会は，委員の過半数が出席しなければ，会議を開き，議決することができない。 

3 委員会の議事は，出席委員の過半数の議決をもって決し，可否同数のときは，議長の

決するところによる。 

4 委員会は，必要に応じて，委員以外の者を会議に出席させ，意見を聴くことができる。 

5 委員会は，必要に応じて，分科会を置くことができる。 

6 分科会の運営に関し必要な事項は，委員会において定める。 

（事業計画） 

第12条 農場長は，所定の期日までに，当該年度の事業経過報告書及び翌年度の事業計

画案を，委員会の議を経て，学長に提出しなければならない。 

（事務） 

第13条 農場に関する事務は，教務事務部農学部事務室が行い，関係部署がこれに協力

するものとする。 
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（規程の改廃） 

第14条 この規程を改廃するときは，委員会の議を経なければならない。 

（雑則） 

第15条 この規程に定めるもののほか，農場の管理運営に関し必要な事項は，委員会の

議を経て定める。 

   附 則（2011年度規程第2号） 

（施行期日） 

1 この規程は，2011年（平成23年）4月21日から施行する。 

（農場長等の任期の特例） 

2 この規程の施行後，最初に任命される農場長，副農場長及び運営委員の任期について

は，第7条第3項本文，第8条第3項及び第9条第3項本文の規定にかかわらず，2012年（平

成24年）3月31日までとする。 

（通達第2012号） 

附 則（2017年度規程第19号） 

この規程は，2017年（平成29年）12月14日から施行する。 

（通達第2499号）（注 誉田農場の廃止に伴う改正） 

附 則（2019年度規程第17号） 

（施行期日） 

1 この規程は，2020年1月30日から施行する。 

（委員の任期の特例） 

2 改正後の第9条第2項第4号の規定による委員の任期は，同条第3項本文の規定にかかわ

らず，2020年3月31日までとする。 

（通達第2669号）（注 農場長の資格及び委員の構成の変更に伴う改正） 
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2．明治大学オリジナル芋焼酎「黒川農場」ポスター 

 

 

 

  



76 
 

 

農場報告バックナンバー 

 

第 1 号（2012 年度，2013 年度合併号） 

第 2 号（2014 年度） 

第 3 号（2015 年度） 

第 4 号（2016 年度） 

第 5 号（2017 年度） 

第 6 号（2018 年度） 

第 7 号（2019 年度） 

第 8 号（2020 年度） 

第 9 号（2021 年度） 

 

明治大学 黒川農場 HP 

https://www.meiji.ac.jp/agri/kurokawa/6t5h7p00001y64a2.html 

農場報告のバックナンバーが PDF で取得できます． 
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